
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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1　三人にん生せい活かつ







『ヤマト君くん、おはようございます。日に本ほんは、ものすっごーい暑あつさです。「夜よるカフェス」が終おわってから、「三さん丁ちょう目めカフェ」にもお客きゃくさんが増ふえて、大おおいそがしです！

　今こん度どまたなにかイベントをやってほしいって声こえもあがっていて、次つぎの「夜よるカフェ」のメニューを考かんがえたり、一いち日にちがあっという間まにすぎちゃいます。

　前まえのあたしには、考かんがえられない日ひ々び。こんなに楽たのしい夏なつ休やすみははじめてです。

　きょうは日にち曜よう日び。「三さん丁ちょう目めカフェ」はお休やすみなので、これからティナちゃんと、いつも野や菜さいを届とどけてくれるリョウマ君くんといっしょに、遊ゆう園えん地ちのプールに行いってきます！

　ヤマト君くんも新しん学がっ期きに向むけて、いそがしい毎まい日にちを送おくっていると思おもいますが、夏なつバテには気きをつけてください。それから──』

　ここまで書かきかけて、ふと手てを止とめる。ほんとうは、もっと言いいたいことがある……。『早はやく、ヤマト君くんに会あいたい。』って。でも、あたしなんかが言いえるセリフじゃないよね。だって、あたしの完かん全ぜんな片かた思おもいだし、相あい手ては三つも年とし上うえだもん。

「長ちょう文ぶんのＬＩＮＥラインは、いやがられるわよ。」

　とつぜん、あたしの耳みみもとでティナちゃんがささやいた。

「うわあああ！」

　ふりむくと、いつのまにかコンビニからもどってきたティナちゃんが、大おおきなつばの麦むぎわら帽ぼう子しをぬいで、暑あつそうに顔かおをあおいでいる。

「いつから？　どこから読よんでる!?」

「ヤマト君くん、おはようございます。日に本ほんは、ものすっごーい暑あつさです──。」

「うわあああ！」

　あたしはいそいでティナちゃんの口くちをふさいだ。

「もうっ、タラタラとよけいなことを書かかず、『早はやくヤマト君くんに会あいたい！　だから、早はやく帰かえってきて！』ってそれだけで十じゅう分ぶんじゃない。」

　親しん友ゆうの山やま田だ星空ティナちゃんは、あたし──黒くろ沢さわ花はな美びの片かた思おもいの恋こいを応おう援えんしてくれる。だけど、そんなハードルの高たかいセリフ、ぜったい、言いえるわけないよ。

　アメリカへ行いってしまった綾あや瀬せ大和やまと君くんは、高こう校こう一年ねん生せい。六月がつまで、あたしの叔お母ばさんの愛あい子こさんの家いえで、わけあって、いっしょに暮くらしていた。

　お父とうさんの仕し事ごとの関かん係けいで、ヤマト君くんがアメリカへ行いってしまったあと、入いれかわるように愛あい子こさんちにやってきたのが同どう級きゅう生せいのティナちゃんだ。

　夏なつ休やすみいっぱいという約やく束そくで、今いまはあたしとティナちゃん、そして愛あい子こさんの三人にんでいっしょに暮くらしている。

「おーっす！」

　大おおきな声こえにふりかえると、手てをふりながら走はしってくるリョウマ君くんの姿すがたが見みえた。

　鈴すず木き陵りょう馬ま君くんはあたしとティナちゃんと同おなじ中ちゅう学がっ校こうに通かよう、ひとつ上うえの先せん輩ぱい。いつも『夜よるカフェ』にとれたての野や菜さいを提てい供きょうしてくれる鈴すず木きさんの養よう子し。

　鈴すず木きさんが、施し設せつで育そだったリョウマ君くんを引ひきとって養よう子しにしたのだ。リョウマ君くんは、鈴すず木きさんのことを『じいちゃん』とよんでいるけど。

　鈴すず木きさんのかわりにリョウマ君くんが野や菜さいを届とどけてくれるようになったのがきっかけで、今いまではすっかり『夜よるカフェ』にはかかせない存そん在ざいになっている。

「〝おーっす！〟じゃないわよ！　五分ふん、遅ち刻こくなんですけど。」

　ティナちゃんは、駅えきの時と計けいを見みると、麦むぎわら帽ぼう子しで顔かおをあおぎながら、リョウマ君くんに文もん句くを言いった。

「たった五分ふんじゃんよ。それくらい大おお目めに見みてくれよ。」

「この灼しゃく熱ねつ地じ獄ごくの中なかでは、時じ間かんは三倍ばいも長ながいんですう。」

「はあ？　その三倍ばいって中ちゅう途と半はん端ぱな数すう字じはどっから出でてくんだよ。」

　ちょっと前まえまでは、先せん輩ぱいであるリョウマ君くんに対たいしては、ティナちゃんの言こと葉ばづかいはもう少すこしていねいだったけれど、『夜よるカフェス』以い来らい、すっかりタメ口ぐちになっている。

「もう、それより早はやく、プール行いこうよ！　プール！」

　いつまでも言いい合あいをしている二人ふたりを置おいて、あたしはさっさと改かい札さつ口ぐちに入はいると、書かいているとちゅうだったヤマト君くんへのＬＩＮＥラインを消けした。

　プールを出でたあと、写しゃ真しんといっしょに感かん想そうを送おくろう！　あーあ。いつもこの調ちょう子しで、なかなかヤマト君くんにＬＩＮＥラインが送おくれない。




　夏なつ休やすみの週しゅう末まつ、プールは人ひとでいっぱい。でも、三人にんで遊あそべるのがうれしくって、あたしは思おもいっきりプールに飛とび込こんだ。

　プールでの時じ間かんをおおいに楽たのしみ、日ひがかたむいて、少すこしはだざむくなったころ、プールから上あがった。

　ロッカールームで着きがえて、ティナちゃんがドライヤーで髪かみをかわかしているあいだに、あたしはスマホをバッグからとり出だした。

　出で口ぐちのところで、三人にんで写しゃ真しんを撮とってヤマト君くんに送おくろう。

　そう思おもって画が面めんを見みると、早さ紀きちゃんから何なん件げんも着ちゃく信しんが入はいっていた。

「あれ？　なんだろう？」

　今いままで早さ紀きちゃんから電でん話わがかかってくることなんてなかったし、今け朝さもふつうに、愛あい子こさんと早さ紀きちゃんに見み送おくられて家いえを出でてきた。何なん回かいも電でん話わをかけてくる理り由ゆうが思おもいうかばない。もしかして、牛ぎゅう乳にゅう切きれたから買かってきて、とか？

　そんなことをのんきに考かんがえながら、早さ紀きちゃんとのトーク画が面めんを開ひらくと、何なん件げんもならんだ着ちゃく信しんアイコンの最さい後ごに、

『愛あい子こさんが急きゅうにたおれたの。救きゅう急きゅう車しゃで病びょう院いんに搬はん送そうされました。帰かえりに電でん話わをください。』

と、書かいてあった。

「えっ？」

　たおれた？　愛あい子こさんが？　え？　たおれたって、どういうこと？

　救きゅう急きゅう車しゃって……。

　思おもいもかけなかった連れん絡らくに、あたしの頭あたまはすぐに反はん応のうできなくて、どうしたらいいのかよくわからない。

　さっきまでの楽たのしい気き持もちが、一いっ瞬しゅんにして、すべてふきとんだ。




　折おりかえし早さ紀きちゃんに電でん話わをしたら、あわただしい声こえで、病びょう院いんの名な前まえだけ教おしえられた。そのまま電でん話わは切きれ、そのあとＬＩＮＥラインを何なん度ど送おくっても、既き読どくすらつかない。

　遊ゆう園えん地ちを出でて、ティナちゃんとリョウマ君くんといそいで病びょう院いんに向むかった。

　愛あい子こさんの具ぐ合あいがどうなのか、まったくわからない状じょう況きょうで、あたしの心しん臓ぞうはずっとドクンドクンと波なみ打うっている。

　早さ紀きちゃんがスマホを見みられないくらい、大たい変へんな状じょう況きょうなんだろうか？　返へん信しんする気きにもなれないくらい、最さい悪あくな状じょう況きょうだったりするの？

　愛あい子こさん、今け朝さは、あんなに元げん気きだったのに……。

「だいじょうぶ。うん、だいじょうぶだよ。」

　リョウマ君くんは自じ分ぶんに言いい聞きかせるみたいにつぶやいている。

「そりゃそうよ。だいじょうぶじゃないわけないじゃない。」

　ティナちゃんは、とがった目めで、リョウマ君くんをにらみつける。

「いくら心しん配ぱいだからって、おれに八やつあたりすんなよな。な、ハナビ。」

　リョウマ君くんがあたしにふったけど、あたしはだまったまま、電でん車しゃの外そとを流ながれる景け色しきをただ見みつづけた。




　早さ紀きちゃんが教おしえてくれた病びょう院いんにつくと、三人にんとも小こ走ばしりにろうかをすすみ、愛あい子こさんがいる病びょう室しつに向むかった。

　ドキドキしながら個こ室しつのドアを開あける。愛あい子こさんはベッドに横よこになっていた。

「愛あい子こさん……。」

　声こえをかけると、愛あい子こさんは小ちいさくほほえみ、こちらを見みる。
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「心しん配ぱいかけちゃって、ごめんね。」

　その声こえは、いつも聞きいている愛あい子こさんの元げん気きそうな声こえだ。

「〝ごめんね〟だなんて……愛あい子こさん、だいじょうぶ？　なにがあったの!?」

　たたみかけるようにたずねる。

「ちょっと、クラッときて、たおれちゃったの。たいしたことないからだいじょうぶ。」

　愛あい子こさんは体からだを起おこして、ベッドにすわった。

「ほんとうに!?　ほんとうにたいしたことないの？」

「たぶん、ここ最さい近きん、ちゃんと寝ねられてなかったからだと思おもうわ。や～ね～。寝ね不ぶ足そくでたおれましたなんて、お医い者しゃさんにははずかしくて言いえないわ。」

　冗じょう談だんを言いって笑え顔がおを見みせる様よう子すは、いつもの愛あい子こさんだ。

「早さ紀きちゃん、電でん話わがぜんぜん、つながらないんだもん！　もうっ、緊きん急きゅう手しゅ術じゅつになってたり、まさか、かなりあぶない状じょう態たいなんじゃ、とか想そう像ぞうしちゃったじゃん。」

　ティナちゃんがベッドの横よこにすわっている早さ紀きちゃんにつめよる。

「ごめーん！　ハナビのお母かあさんたちにも連れん絡らくしてたら、充じゅう電でんが切きれちゃって。」

「ああ、よくあるパターンだな。」

　リョウマ君くんもやっと、ほっとした表ひょう情じょうを見みせた。あたしも、ティナちゃんもリョウマ君くんも、ビンビンにはっていた緊きん張ちょうの糸いとが、少すこしだけゆるんだ。そのとき。

「愛あい子こ！」

　とつぜん、病びょう室しつのドアが開ひらいて、ママが入はいってきた。

「姉ねえさん。」

「だいじょうぶなの!?　もう、ビックリしたわよ。お医い者しゃさんはなんて？」

　ママはまっすぐに愛あい子こさんのベッドのところまでやってくる。

「まだ、ちゃんとは。しばらく入にゅう院いんして、いろいろ検けん査さしなきゃいけないみたい。」

「昔むかしから、不ふ規き則そくな生せい活かつしてるからよ。だから、言いってたのに。」

「またまた～、姉ねえさんったら、大おおげさなんだから。」

　愛あい子こさんはクスッと笑わらったけど、あたしは愛あい子こさんが言いった〝いろいろ検けん査さ〟という言こと葉ばが耳みみにこびりついて、はなれない。まだ、だいじょうぶってきまったわけじゃなかったんだ……。

「とにかく、入にゅう院いん中ちゅうは、少すこしはおとなしくしてないとね。」

　ママはふだん、あたしに言いうみたいな口くちぶりだ。愛あい子こさんが小ちいさな子こどものように。

「このさいだから、しっかり調しらべてもらわなきゃ。そのあいだは、ハナビたちは自じ分ぶんのうちに帰かえるしかないわね。」

　ママの言こと葉ばに、ティナちゃんとあたしが、

「えっ？」

と同どう時じに声こえをあげる。

「だって、愛あい子こが留る守す中ちゅう、中ちゅう学がく生せいの女おんなの子こ二人ふたりだけで暮くらすわけにはいかないでしょ？」

「あっ、だいじょうぶです。わたし、大人おとながいないのには、なれてるんで。」

　すばやくティナちゃんが言いったけど、ママもすぐさま言いいかえす。

「そういうわけにはいかないわ。もし、あなたたちがどうしても、うちに帰かえりたくないって言いうんなら、わたしが愛あい子こんちに行いってもいいわよ。」

「あっ、それは……。」

　言いいかけて、まっすぐにママの目めを見みた。

「あのね、ママ。あたし、ようやく新あたらしい自じ分ぶんを見みつけられそうなの。今いまうちに帰かえったら、すぐに前まえの自じ分ぶんにもどっちゃう。ママが愛あい子こさんちに来きてくれたとしても同おなじだと思おもう。」

「よく言いった、ハナビ！」

　リョウマ君くんが言いうと、ママはキッとした目めをリョウマ君くんに向むける。次つぎに、あたしを見みたときは、さみしげな目めをしていた。

「ママ、ずいぶんきらわれちゃったのね。」

「そうじゃないの。ぜんぜんちがうよ。きらいとか、そういうんじゃないの。」

「だって、ママといっしょに暮くらしたくないんでしょ？」

「あっ、そうじゃなくて、今いまは……。もう少すこしだけ、愛あい子こさんちでがんばらせて……。」

　必ひっ死しに言いった。声こえは小ちいさくなってしまったけど……。

「だけど、子こどもだけで暮くらすっていうのは、あぶなすぎるわ。それに……。」

　ママはチラッとリョウマ君くんを見みた。

「男おとこの子こも出で入いりしているみたいだし……。」

「えっ、おれ？」

　リョウマ君くんはきょとんとした表ひょう情じょうになる。ママは次つぎに愛あい子こさんを見みた。

「前まえは、高こう校こう生せいの男おとこの子こもいっしょに住すんでたしね……。」

「姉ねえさんったら、心しん配ぱいしすぎよ。この子こたちならだいじょうぶよ。」

　愛あい子こさんはクスッと笑わらう。すると、早さ紀きちゃんがおずおずと口くちを開ひらいた。

「あの～、もしよかったら、愛あい子こさんが入にゅう院いん中ちゅうは、わたしが愛あい子こさんちに泊とまるっていうのはどうでしょうか？」

　早さ紀きちゃんが言いい終おえるなり、愛あい子こさんがポンと手てを打うった。

「あっ、それ、いいかも。助たすかるわ。」

「ほんと、それいい！」

　ティナちゃんもにっこりだ。

「どう？　姉ねえさん？　それなら、いいでしょ？　わたしからもお願ねがい。もう少すこしだけ、ハナビに時じ間かんをあげてほしいの。」

　愛あい子こさんが言いい、病びょう室しつにいた全ぜん員いんがママを食くい入いるように見みつめた。ママはふっと息いきをもらし、苦にが笑わらいする。

「わかったわ。ただし、わたしもときどき様よう子すを見みに行いく。それくらい、いいでしょ？」

「うん、もちろん。」

　あたしは笑え顔がおで答こたえた。




「ハナビ、よくがんばってくれたわね。」

　病びょう院いんからの帰かえり道みち、ティナちゃんはしきりにあたしをほめる。

「あのままだったら、わたしまでうちにもどらなきゃいけなくなってたわ。ほんと、助たすかった！」

「だって、今いま帰かえったら、逆ぎゃくもどりしそうな気きがしたんだもん。それに、ティナちゃんだって、夏なつ休やすみが終おわるまでって、お母かあさんと約やく束そくしてたでしょ。だったら、せめて夏なつ休やすみ中ちゅうはいっしょにいたいなって。」

　そう言いい終おえて、ふと、夏なつ休やすみはもう、そんなに長ながくは残のこっていないことに気きづかされた。終おわったら、また学がっ校こうがはじまって、ティナちゃんは家いえに帰かえってしまう。

「わたし、夏なつ休やすみが終おわっても家いえにはもどらなくてもいいよう、ママを説せっ得とくしようかな。愛あい子こさんが入にゅう院いんしちゃってるときに帰かえってらんないわよ！　こういうときこそ団だん結けつして、愛あい子こさんによけいな心しん配ぱいをかけないようにしなくちゃね！」

　ティナちゃんはあたしの不ふ安あんをふきとばすように、ポンとあたしの肩かたに手てをのせた。

「それにしても、ハナビの母かあちゃんって、もっと、ぽわ～んとした感かんじかと思おもってたけど、ぜんぜん、ちがうんだな。妹いもうとの愛あい子こさんとも、ぜんぜんふんいきがちがうし。ちょっとさあ、こわかった。」

　車しゃ道どうと歩ほ道どうをへだてる縁えん石せきの上うえを歩あるきながら、リョウマ君くんが言いった。

「へえ、あんたでもこわいものがあるんだ。」

　ティナちゃんが冷ひやかす。

「まっ、めったにないけど、ハナビ母かあちゃんは、ちょっと苦にが手てなタイプかも。あ、ごめんハナビ。」

「ううん、いいよいいよ。なんか、わかる気きが……。」

　あたしはつぶやき、ふふっと笑わらった。

　愛あい子こさんの家いえの前まえまで来くると、リョウマ君くんはそのまま帰かえり、ティナちゃんと二人ふたりでカフェのドアから中なかに入はいった。

　シーンとしずまりかえったカフェに、ドアがバターンとしまる音おとがひびく。

　いつも愛あい子こさんがいるカウンターや、すわって本ほんを読よんでいるソファが目めに飛とびこんでくる。

　笑わらいのたえなかったカフェは、今いまはしずかすぎるくらいで、夏なつなのに、ひんやりと感かんじる。

　窓まどの外そとに見みえる愛あい子こさんの仕し事ごと部べ屋やは、電でん気きが消きえて真まっ暗くらだ。

「なんか、やっぱり、さみしいね。」

　あたしが言いう前まえに、ティナちゃんがつぶやく。

「うん……。」

　早さ紀きちゃんがあとから来きてくれることにはなっているけど、この大おおきな家いえにたった二人ふたりだけだと思おもうと、急きゅうにさみしくなる。

　そうだ、愛あい子こさんが入にゅう院いんしたことをヤマト君くんに知しらせておこう。

　ヤマト君くんへのＬＩＮＥラインを送そう信しんしたとき、遠とおくのほうからガラガラと、大おおきな音おとが聞きこえてきた。住じゅう宅たく街がいに鳴なりひびくその音おとはどんどん大おおきくなって、カフェの前まえで止とまると、ガチャッとドアが開あいた。

「二人ふたりとも、お待またせえ～。はあ、つかれた。」

　現あらわれたのは、大おおきなトランクを引ひきずった早さ紀きちゃんだった。

「早はやいね！　よかったあ。二人ふたりだとなんだか、さみしくて。」

　病びょう院いんでわかれたあと、早さ紀きちゃんは、自じ宅たくにお泊とまり用よう荷に物もつをとりに帰かえっていた。

「それにしても、荷に物もつ、大おおきいー。」

　早さ紀きちゃんはトランクのほかにも、大おおきなバックパックを背せ負おっている。

「いそいで荷に物もつつめこんだら、いつのまにかこんなになっちゃったのお。」

　早さ紀きちゃんはあせをぬぐって、さわやかに笑わらってみせた。




　翌よく朝あさ。

　ジリジリジリジリジリリリリリ───！

　とつぜん、家いえじゅうに大おおきな音おとがひびきわたった。

「なっ、なんなの！　この騒そう音おん!?」

　ティナちゃんが飛とび起おきたのにつられて、あたしも、ふとんから起おき上あがる。

　ジリジリジリジリジリリリリリ───！

　寝ねぼけた頭あたまがだんだんさえてくると、今いまの時じ刻こくは五時じ半はんだということ、音おとは部へ屋やの外そとから聞きこえてくることがわかった。

　ティナちゃんと二人ふたりで部へ屋やを出でると、さっきよりも大おおきく聞きこえる音おとをたどって、ろうかのつきあたりにある早さ紀きちゃんの部へ屋やの前まえへついた。

　ドアをノックして開あけると、爆ばく音おんを立たてながら部へ屋やじゅうを動うごきまわる目め覚ざまし時ど計けいの横よこで、早さ紀きちゃんは気き持もちよさそうに、すやすやと寝ねていた。

　あたしとティナちゃんと早さ紀きちゃんの三人にん生せい活かつの初しょ日にちは、こうしてはじまった。

「あーあ。二人ふたりが起おきてくる前まえに、朝あさごはんを作つくっておく予よ定ていだったんだけどなあ。」

　早さ紀きちゃんはくやしそうに、朝あさごはんの納なっ豆とうをかきまぜながら言いう。

「朝あさごはんは、あたしたちも作つくるからだいじょうぶふぁお、ふあ～。」

　話はなしている最さい中ちゅうに、あくびが出でる。朝あさ五時じ半はんに起おこされたあたしとティナちゃんは、それからねむれなくなって、朝あさごはんを作つくり、今いまになって、眠ねむ気けにおそわれている。

「ハナビ以い上じょうの寝ね起おきの悪わるさか……。これは、心こころしておかないと……。」

　ティナちゃんもねむそうな顔かおで、ブラックコーヒーを飲のみながら、ぶつぶつ言いっている。

「ごめんね！　明日あしたはだいじょうぶだよ！　明日あしたはしっかり起おきられるから。それにしても、ごはんおいしいねえ。二人ふたりで作つくったんでしょ？　このさけの焼やきかげんなんて、絶ぜつ妙みょうだわ～。」

　早さ紀きちゃんは、おいしそうに焼やきざけとごはんを口くちにほおばると、うれしそうににっこり笑わらった。

「なんか、早さ紀きちゃんって、たよれそうで、意い外がいとたよれないかも。」

　となりの席せきのティナちゃんが、ボソッと耳みみもとで言いった。




　ヤマト君くんからＬＩＮＥラインの返へん信しんが来きた。『くわしいことがわかったら、すぐに知しらせて。』

　内ない容ようはそれだけだったけど、心しん配ぱいしている様よう子すは伝つたわってくる。

　愛あい子こさんが留る守すのあいだは、『三さん丁ちょう目めカフェ』はお休やすみすることにした。今こん週しゅうの『夜よるカフェ』はお盆ぼんでお休やすみだ。

　あたしとティナちゃんは買かい物ものに行いったり、ごはんを作つくったり、新あたらしいレシピにも挑ちょう戦せんしている。

　そして、ごはんを四人にん分ぶん用よう意いするのが習しゅう慣かんになってきた。

　あたし、ティナちゃん、早さ紀きちゃん、それから……、

「ちわーっす！」

　リョウマ君くんがギターを背せ負おってやってきた。

「あんた、また、来きたの？」

　ティナちゃんがすぐさまツッコむ。

「あのさ、おれ、いちおう先せん輩ぱい。あんたはないでしょ。ま、後こう輩はいの君きみらが、愛あい子こさんがいなくて、さみしいんじゃないかと思おもいまして。」

「おあいにくさま。早さ紀きちゃんもいるし、楽たのしい毎まい日にちを送おくってます。こちらの心しん配ぱいよりも、自じ分ぶんの夏なつ休やすみの宿しゅく題だいでも心しん配ぱいされたらどうですか？」

「おれ、終おわってるもん。」

　リョウマ君くんはすずしい顔かおで答こたえる。

「もうちょっと、こう、先せん輩ぱいをうやまうような感かんじはないもんかね？　どうせ、まだ宿しゅく題だい、終おわってないタイプだろ？　なんなら、おれが教おしえてやってもいいけど。」

　リョウマ君くんがドヤ顔がおでティナちゃんの肩かたをポンポンたたいた。

「まあまあ、二人ふたりとも。ごはん冷さめちゃうから、食たべよ。」

　早さ紀きちゃんが声こえをかけても、ティナちゃんとリョウマ君くんの言いい合あいは終おわらない。

「早さ紀きちゃん、先さきに食たべてよう。もう、待まてない。」

　あたしと早さ紀きちゃんはごはんを食たべはじめた。すると、ティナちゃんとリョウマ君くんもあわてたように参さん加かする。

　全ぜん員いんそろったところで、早さ紀きちゃんが切きり出だした。

「あのね。愛あい子こさんが、わたしたちだけで『夜よるカフェ』をやるのは大たい変へんだから、だれか手て伝つだってくれるといいわねって言いってたの。」

「そうだな。愛あい子こさんのいない穴あなは大おおきいもんなあ。」

　リョウマ君くんがしみじみ言いう。

「そうなのっ！　このまま『夜よるカフェ』がはじまっちゃったら、ぜったいパニック、まちがいなし。もし愛あい子こさんが早はやく帰かえってこられたとしても、しばらく負ふ担たんをかけないほうがいいと思おもうの。だから、だれかいないかな。」

　早さ紀きちゃんが言いうと、すぐにリョウマくんが同どう級きゅう生せいの友ともだちにＬＩＮＥラインできいてくれた。

　しばらくすると次つぎ々つぎに返へん事じが来きたけど、興きょう味みないとか、子こどもはキライとか、部ぶ活かつや塾じゅくがいそがしいからムリなどの理り由ゆうで、みんなことわられてしまった。

「あ～、ダメかぁ。ザンネン！」

　早さ紀きちゃんが、こまった顔かおで、あたしとティナちゃんの顔かおをのぞきこんだ。

「あ、ママはダメ！」

　思おもわず即そく答とうする。

「もちろん、ハナビママにはたのめないよ。仕し事ごともあるだろうし。中ちゅう学がく生せいから大だい学がく生せいくらいで、興きょう味みある子こはいないかなあと思おもって。ハナビちゃんたちの学がっ校こうの友ともだちでもいいし。」

「あ、それは無む理り。わたしとハナビ、〝ぼっち〟だから、友ともだちはいない。」

　今こん度どはティナちゃんがサラッと即そく答とうした。

「ああ、そうだった。あなたたちって、〝ぼっち〟だったわね。じゃあ、商しょう店てん街がいに募ぼ集しゅうのはり紙がみでもする？」

　早さ紀きちゃんが言いうと、すぐにリョウマ君くんが続つづけた。

「それなら、おれ、駅えき前まえのスーパーの店てん長ちょうや肉にく屋やのおじさん、知しってるからたのんでみる。」

　話はなしはとんとん拍びょう子しにきまり、あたしたち四人にんは、夕ゆう食しょく後ご、さっそく『夜よるカフェ』お手て伝つだい募ぼ集しゅうのチラシを作つくりはじめた。





2　新あたらしいメンバー







　翌よく日じつからリョウマ君くんと手て分わけして、駅えき前まえのスーパーや商しょう店てん街がいの人ひとにたのんで、チラシをはらせてもらった。

　ドキドキと不ふ安あんをかかえながら待まつこと三みっ日か。早さ紀きちゃんのもとへ応おう募ぼの連れん絡らくが何なん件げんか入はいった。

　来らい週しゅうの『夜よるカフェ』から手て伝つだってもらいたいので、早さ紀きちゃんはすぐに面めん接せつをし、二人ふたりの新あたらしいスタッフがきまった。

　面めん接せつのあいだ、愛あい子こさんのお見み舞まいに行いっていたあたしとティナちゃんは、カフェに帰かえると、飛とびつくようにして早さ紀きちゃんにたずねる。

「どうだった？　どんな人ひとが来くるの!?」

「安あん心しんして。と～っても、感かんじのいい子こたちよ。ひとりは高こう校こう生せいで、もうひとりは中ちゅう学がく生せい。」

「中ちゅう学がく生せい？」

　ティナちゃんが声こえをあげる。

「そう、その子この弟おとうとさんがこの前まえの『夜よるカフェス』に来きてくれて、すっごく気きに入いったんだって。それで、『夜よるカフェ』にも来きたがってるみたいなの。しっかり者ものだったよ！」

　早さ紀きちゃんは、ちょっと得とく意いげに言いい、すぐにたずねる。

「それより、愛あい子こさんの具ぐ合あいはどうだった？」

「元げん気きそうだったよ。ね、ティナちゃん。」

「そう。早はやく帰かえりたがってた。」

「でも、まだまだ検けん査さが続つづくみたい……。」

　そう言いった瞬しゅん間かん、またしても不ふ安あんがこみ上あげてくる。愛あい子こさんの病びょう気き、だいじょうぶ？　その心しん配ぱいをふきはらうようにティナちゃんが、文もん句くを言いった。

「病びょう院いんって、時じ間かんかかりすぎー！　さっさと調しらべりゃいいじゃんね。」




　いよいよお盆ぼんがあけて最さい初しょの水すい曜よう日び。『夜よるカフェ』の日ひがやってきた。

　きょうからお手て伝つだいの人ひとが来くるとあって、ティナちゃんもあたしも、なんだかいつもよりソワソワしている。

　ティナちゃんはいつも以い上じょうにヘアスタイルを気きにして、くるんくるんにまいた髪かみをポニーテールに結むすび、あたしもティナちゃんに教おそわったように、前まえ髪がみを編あみこみにして左ひだり耳みみにかけてピンでとめた。

　早さ紀きちゃんがその子こたちに指し定ていした約やく束そくの時じ間かんは十二時じで、自じ己こ紹しょう介かいをしながらランチを食たべ、それから『夜よるカフェ』の準じゅん備びに入はいろうという予よ定ていだ。

　十一時じから三人にんでランチ用ようにサンドイッチを作つくった。準じゅん備び万ばん端たん。あと五分ふんで十二時じだ。

　時と計けいを見みていると、早さ紀きちゃんがなにかを思おもい出だしたように席せきを立たつ。

「そういえば、あの子こ、自じ転てん車しゃで来くるって言いってたっけ。置おき場ば所しょ、わかるかなあ。」

　早さ紀きちゃんがドアを開あけ、外そとに出でると、

「すみません。ちょっと早はやく来きてしまって。」

　声こえが聞きこえた。え……？

「こんにちはあ。待まってましたあ！」

　早さ紀きちゃんが元げん気きに出でむかえる声こえがする。

「あの、自じ転てん車しゃは、そこに止とめちゃっててだいじょうぶですか？」

　うそっ。この声こえって……。

「うん。だいじょうぶ。そこ、駐ちゅう輪りんスペースだから。さ、中なかへどうぞー。」

「翔しょう太た！　ほら、入はいるよ。」

　早さ紀きちゃんと話はなしているその女おんなの子この声こえを、あたしはよく知しっている。

　うそだ……。

「紹しょう介かいしまーす。これからいっしょに『夜よるカフェ』をもり上あげてくれる、中ちゅう学がく一年ねん生せいの小こ林ばやし也や哉や子こちゃんと、弟おとうとの翔しょう太た君くんで～す！　小しょう学がく四年ねん生せいで～す！」

　早さ紀きちゃんが明あかるく紹しょう介かいする声こえが、しずまりかえったカフェにひびいた。

　笑え顔がおでカフェに入はいってきたヤヤコも、あたしも、ティナちゃんも、言こと葉ばをうしなった。

　新あたらしいスタッフは、ヤヤコだった……。

　あのヤヤコが、今いま、愛あい子こさんちのカフェに来きている。しかも、『夜よるカフェ』の新あたらしいスタッフとして。こんなことって、あり……？

　おどろいているのはヤヤコも同おなじみたいで、するどい、大おおきな目めを見み開ひらいて、ぼうぜんと立たちつくしている。





[image: ]





「は？　え？　ちょっと待まって。なにこれ？　なんで、あんたが来くるの？」

　まず声こえを出だしたのはティナちゃんだった。

「あれ？　ティナちゃん、ヤヤコちゃんのこと知しってるの？」

　思おもってもみなかった冷つめたい反はん応のうにおどろいた早さ紀きちゃんが、こまった顔かおで首くびをかしげる。

「知しってるも、なにも。ねー、ハナビ。」

　大おおきくため息いきをつくと、ティナちゃんはうでぐみをしてヤヤコの前まえに立たちはだかった。

「よくもまあ、のこのこ来こられたわね？」

　ヤヤコはキッとティナちゃんをにらむと、

「知しってたら、来くるわけないでしょ。」

　低ひくい声こえで答こたえた。

「え？　あれ？　あれ？」

　二人ふたりのあいだにはさまれ、早さ紀きちゃんがおろおろしている。

「すいません。わたし、やっぱりやめます。ここでは働はたらけません。」

　ヤヤコはキッパリと早さ紀きちゃんに言いった。やった──！　良よかった！

「え？　でもっ。」

　そのとき、こまった顔かおでキョロキョロしている早さ紀きちゃんのスマホから、とつぜん、大だい音おん量りょうの着ちゃく信しん音おんが鳴なりだした。

「あ、ごめんっ。ちょっと、待まってて！　はい、もしもし。」

　早さ紀きちゃんはあわてて電でん話わに出でると、にげるようにその場ばから立たちさった。

「ここは、あんたみたいなヤツが来きていい場ば所しょじゃないの。」

　ティナちゃんが強つよい口く調ちょうでせめる。

「ティナちゃん。」

　あたしは思おもわず、ティナちゃんのうでを引ひいた。ヤヤコのとなりには、状じょう況きょうがわからず、ポカンとした表ひょう情じょうでこちらを見みているヤヤコの弟おとうとがいた。

「ふんっ。こっちから、願ねがい下さげよ。学がっ校こうではなんにもできない〝ぼっち〟二人ふたりが、えらそうに意い気きがっちゃって。見みてて、痛いた々いたしいわ。」

　ヤヤコは、はきすてるように言いう。

「はあ!?」

　言いいかえそうとするティナちゃんをさえぎるように、

「行いくよ。」

　ヤヤコは翔しょう太た君くんの手てを引ひいて、出でていこうとした。

「やだっ。」

「やだじゃないっ。」

　抵てい抗こうする翔しょう太た君くんのうでをつかみ、むりやり外そとへ出でようとしたとき、ドアが急きゅうに開あいて、電でん話わをしに外そとへ出でていた早さ紀きちゃんが、あわてて中なかにもどってきた。

「ヤヤコちゃん！　お願ねがい、やめないで！　今いま、もうひとり来くることになってた子こから連れん絡らくがあって、急きゅうにできなくなりましたって言いわれちゃったの。」

「ええ!?」

　ティナちゃんとあたしの声こえがかぶる。せっかく、ヤヤコが〝帰かえる〟方ほう向こうに向むかってたのにっ！

「お願ねがい！　あの、なにがあったか知しらないけど、せめて、きょうだけでも、いっしょにやらない？　ね、ヤヤコちゃん。」

　早さ紀きちゃんはすがるように、ヤヤコの手てを引ひいた。

「早さ紀きちゃん、もう、いいよ。新あたらしくさがせばいいからっ。本ほん人にんがやりたくないって言いってるんだから、帰かえってもらえばいいだけのことよ。」

　キッパリと強つよく言いい放はなつティナちゃんを、ヤヤコは横よこ目めでにらみつけて言いった。

「そういうことなんで。理り由ゆうはあとで、そこの二人ふたりに聞きいてください。帰かえるよ。」

「やだっ。」

　翔しょう太た君くんはヤヤコの手てを思おもいっきりふりはらった。

「もう、いいかげんにしな！」

「いいかげんなのは姉ねえちゃんじゃん！　『夜よるカフェ』の話はなししたら、今こん度どいっしょに行いこうって言いってたのに。急きゅうにどうしちゃったんだよ！」

「それは……。」

　ヤヤコに必ひっ死しに訴うったえる顔かおを見みていたら、ふと、『夜よるカフェス』に来きていた翔しょう太た君くんの姿すがたを思おもい出だした。

　リョウマ君くんのギターに興きょう味みをもった翔しょう太た君くんは、『夜よるカフェス』が終おわったあと、いちばんにひかせてもらっていた子こだった。

　ヤヤコはともかく、翔しょう太た君くんまで追おいかえそうとしているようで、ちょっと心こころが苦くるしくなる。さっきまで強つよ気きだったティナちゃんも、それ以い上じょうはなにも言いわなかった。

　気きまずい空くう気きがただようなか、とつぜん、カフェのドアがいきおいよく開あいた。

「ちわーっす！」

　野や菜さいが飛とび出だした大おおきな段だんボール箱ばこを持もって、頭あたまに白しろいタオルをまいたリョウマ君くんが、場ばちがいなくらいさわやかに登とう場じょうした。すぐに同おなじバスケ部ぶの後こう輩はいのヤヤコに気きづく。

「あれ、小こ林ばやし!?」

「え!?」

　ヤヤコにとっては予よ想そうすらできない、とつぜんの〝鈴すず木き先せん輩ぱい〟の登とう場じょうに、あたしたちを見みたとき以い上じょうにおどろいた顔かおでリョウマ君くんを見みる。

「なんで、こんなところにいるんだ？」

「せ、先せん輩ぱいこそっ！」

「おれは、ここの手て伝つだいだよ。」

　リョウマ君くんは大おおきな段だんボール箱ばこをカウンターにおろして、ふりかえると、ヤヤコの陰かげにいる翔しょう太た君くんに気きがついた。

「あれ？　翔しょう太た!?　え！　もしかして、小こ林ばやしの弟おとうと!?」

　リョウマ君くんに名な前まえをよばれて、翔しょう太た君くんはうれしそうにうなずく。

「あああ！　もしかして！　『夜よるカフェ』の新あたらしいスタッフって、小こ林ばやし!?」

　ようやくこの状じょう況きょうを理り解かいしたリョウマ君くんが大おおきな声こえでおどろく。

「ちがいます！」

　すぐさまティナちゃんは否ひ定ていしようとしたけど、かぶせるように早さ紀きちゃんが、

「そうなの！　ねえ、ヤヤコちゃん。」

と、ヤヤコの顔かおをのぞきこむようにして言いった。

「早さ紀きちゃん、ナイスっ！　こいつね、こう見みえて、すっげー気きがきくから。部ぶ活かつのときもときどき、弁べん当とうとか、いろいろ、差さし入いれしてくれるんだけど、料りょう理りもうまいんだよ。な！」

　それは〝ヤヤコがリョウマ君くんを好すきだから〟だとも気きづかず、なにも知しらないリョウマ君くんは楽たのしそうにどんどん話はなしをもり上あげる。

「そっ、そんなこと……ないです……。」

　大だい好すきな先せん輩ぱいにほめられたヤヤコは、はずかしそうに答こたえる。さっきまであたしたちをにらみつけていたヤヤコとは、まるで別べつ人じん。

「わあ。そうだったんだあ。お料りょう理りも得とく意いなんだね！　しかも、リョウマ君くんの部ぶ活かつの後こう輩はいだったなんて、ぐうぜんとは思おもえない！　すごい、〝ご縁えん〟を感かんじるねえ。」

　ヤヤコを帰かえすわけにはいかない早さ紀きちゃんは、満まん面めんの笑えみでヤヤコの顔かおをのぞきこむ。

「でも、残ざん念ねんね。今いま、自じ分ぶんから『やめる』って言いって、帰かえるところだったの。ね、小こ林ばやしさん。」

　ティナちゃんはあくまでも、ヤヤコにプレッシャーをかける。

「ええ!?　そんな。やろうぜ、なっ!?　翔しょう太たも『姉ねえちゃん、やろうよ。』って言いえ。」

「姉ねえちゃん、やろうよー。」

　翔しょう太た君くんが、ヤヤコのうでを引ひっぱる。

　ティナちゃんがあたしをつっついた。

「ちょっと！　ハナビもなんとか言いいなさいよ！　あんなヤツといっしょに『夜よるカフェ』できんの!?　できないでしょ!?」

「あ、うん……。」

　そりゃ、あたしだって、いやだよ。この、たいせつな『夜よるカフェ』の場ばにヤヤコが来くるなんて、考かんがえただけで息いきがつまる。翔しょう太た君くんのことを思おもうと心こころ苦ぐるしいけど、しょうがない。

「あ、あの。でも、ティナちゃんも言いうように、無む理りしてやることは──。」

　ティナちゃんに背せ中なかをおされ、なんとか声こえをしぼり出だしたとき、

「わたし、やります！」

　今いままでおとなしかったヤヤコが、口くちを開ひらいた。

「ええ!?」

　ティナちゃんと二人ふたり、開あいた口くちがふさがらない。そんなあたしたちを無む視しして、

「ふつつか者ものですが、よろしくお願ねがいします。」

　ヤヤコは、早さ紀きちゃんとリョウマ君くんだけに礼れい儀ぎ正ただしくおじぎをした。





3　お楽たのしみギョーザ







　事じ前ぜんの話はなし合あいで、今いまは愛あい子こさんがいないため、『夜よるカフェ』に出だすのはかんたんにできるメニューにしようということになっていた。

　そこできまったのは、早さ紀きちゃんが、愛あい子こさんといっしょに作つくったことがあるという『お楽たのしみギョーザ』をメインに、チャーハンとスープをつけたセット。

　昼ひる間まのうちにごはんを炊たき、スープを作つくっておく。そして、テーブルにホットプレートを用よう意いしておいて、アツアツのギョーザを食たべてもらえるようにする計けい画かくだ。

　四時じになると、『お楽たのしみギョーザ』を作つくるためにリサちゃんやなっちゃんをはじめとした、夜よるカフェ参さん加か者しゃの小しょう学がく生せいたちがやってきた。きょうの参さん加か者しゃは十三人にん。

『夜よるカフェス』の前まえまで仲なかの悪わるかったリサちゃんとなっちゃんは、とくに仲なか良よくなったわけではないけれど、適てき当とうな距きょ離りをおきながら、お互たがいに気きにしないようにしている感かんじだ。

　子こどもたちを集あつめて、早さ紀きちゃんがヤヤコを紹しょう介かいする。

「愛あい子こさんが急きゅうに入にゅう院いんして、かわりに小こ林ばやし也や哉や子こちゃんが手て伝つだってくれることになりました。みんな仲なか良よくしてね。」

　ヤヤコはかすかな笑えみをうかべて、軽かるくおじぎをした。早さ紀きちゃんは続つづける。

「きょうはみんなで、『お楽たのしみギョーザ』を作つくりまーす！　お手て伝つだい、よろしくね！」

「『お楽たのしみギョーザ』って、なんですかー？」

　なっちゃんが、元げん気きよく手てを上あげて、質しつ問もんする。

「『お楽たのしみギョーザ』っていうのはね、チーズとか、きのことかポテトサラダとか、なんでも好すきなものを中なかにつめちゃうギョーザのことで～す。」

「ええー！　ポテトサラダもー？」

「おもしろそうー！」

　子こどもたちの目めがいっせいにかがやく。ふと見みると、翔しょう太た君くんはみんなの輪わから外はずれ、ヤヤコの後うしろに半はん分ぶんかくれるようにしていた。

　そういえば、『夜よるカフェス』のときも、リョウマ君くんとは楽たのしそうにギターをひいていたけど、ほかの子ことおしゃべりしている姿すがたは見みなかったかも……。けっこう、シャイなのかな？

　あたしの視し線せんに気きがついたヤヤコが、顔かおは早さ紀きちゃんに向むけたまま、するどい横よこ目めでこちらを見みた。う……。

　とっさに目めをそらすと、となりにいたティナちゃんが、あたしをひじでつついた。

「ちょっと、ハナビ！　まさか、まだビビってるの？」

「いやぁ……。ビビってるっていうか、気きが重おもいっていうか……。」

「もうっ、愛あい子こさんがいないあいだは、わたしたちがしっかり『夜よるカフェ』を守まもらなきゃいけないんだから、シャンとしてよ。」

「う、うん……。」

　そう言いわれてもそんなにかんたんに気き持もちは切きりかえられないよ。

　あたしはカフェの中なかを見みまわす。

　いつもなら愛あい子こさんがそこにいて、やさしい目めであたしたちを見み守まもってくれるオープンキッチンには、だれもいない。

　ティナちゃんの言いうとおり、きょうはあたしたちが、しっかりしないと……！




　早さ紀きちゃんからの説せつ明めいが終おわると、カフェのテーブルを使つかって、ギョーザ作づくりがはじまった。

　ヤヤコは、すばやく翔しょう太た君くんの背せ中なかをおして、リョウマ君くんの近ちかくの席せきに案あん内ないする。

　ヤマト君くんやティナちゃんたちと作つくった『夜よるカフェ』。ここは、ヤヤコに学がっ校こうでいじめられて、家いえにもどこにも居い場ば所しょのなかったあたしにとって、たいせつな居い場ば所しょ、だったはずなのに……。その場ば所しょに今いま、ヤヤコがいる……。

「ハナビちゃん、これはなーに？」

　リサちゃんが、小ちいさな器うつわに盛もられた、赤あか色いろのペーストを指ゆびさした。

　あたしは、気き持もちを切きり替かえようと、意い識しきして笑え顔がおをつくる。

「それは、うめぼしのたたいたやつだよ～！」

「うわ～っ、すっぱそう！」

　リサちゃんは、口くちをすぼめて顔かおをクシャッとさせた。

　テーブルの上うえには、あらかじめ用よう意いしておいたさまざまな具ぐ材ざいがならんでいる。

　早さ紀きちゃんが言いっていたポテトサラダや、緑みどり色いろがあざやかなアスパラガスやピーマンなどの野や菜さい、スライスチーズやチョコレートなど、その数かずは二十種しゅ類るい以い上じょう！

「はーい！　それじゃ、さっそく具ぐを包つつんでみよう～！　わたしがお手て本ほんを見みせるから、みんなもいっしょにやってみよ～！

　まずは、ギョーザの皮かわを一枚まいとって、好すきな具ぐをのせまーす。皮かわはかさなってるから、やぶれないように気きをつけてはがしてねー！」

　早さ紀きちゃんは、ギョーザの皮かわのまんなかに、スライスチーズとベーコンとコーンをのっけた。具ぐ材ざいはすべて、包つつみやすいように小ちいさめに切きってある。

　子こどもたちはキャーキャー声こえをあげながら、かさなっているギョーザの皮かわをゆっくりとはがして自じ分ぶんのお皿さらにのせ、具ぐ材ざいを選えらびはじめる。

「もうっ。皮かわがうまくとれないよー！」

　小しょう学がく二年ねん生せいの男おとこの子こが、半はんべそをかきながら、やぶれたギョーザの皮かわを指ゆびでつまんだ。

「あっ、じゃあ、ちょっと待まってね。」

　あたしは、男おとこの子このぶんの皮かわを、はがしにかかる。ところが、半はん分ぶんくらいはがしたところで、指ゆびでつまんでいた、はじっこのほうがやぶれてしまった。

「ああーっ。」

「お姉ねえちゃん、ヘタクソ～。」

　男おとこの子こは、じれたように足あしをバタバタさせる。すると、ヤヤコがサッと男おとこの子このお皿さらに皮かわをのせた。

「はーい。はがしておいたから、これを使つかってね。」

「わー！　ありがとうー！」

　男おとこの子こはうれしそうにコンビーフに手てをのばした。早さ紀きちゃんが満まん足ぞくげにうなずく。

「ヤヤコちゃんって、器き用ようね～。たよりになるわ～。」

「ギョーザは、作つくったことがあるので。」

　ヤヤコはさらりと言いった。

　となりにすわっているティナちゃんが、うつむきかげんでささやく。

「もうっ。早さ紀きちゃんってば、どっちの味み方かたなのよっ。お昼ひるのわたしたちとのやりとりを見みてたんだから、なにかしら察さっするでしょ、ふつうは！　まったく、おだてるようなこと言いっちゃって。鈍どん感かんなんだからっ。」

「う、うん……。」

　ティナちゃんの背はい後ごに、イライラのオーラがゆらめいているのが目めに見みえるみたいだ。

　ティナちゃんのほこ先さきは、あたしにも向むく。

「ハナビも、そんなふうにちぢこまってたら、ヤヤコがどんどん調ちょう子しにのるよっ。ヤヤコはあくまでもお手て伝つだい。『夜よるカフェ』の正せい式しきなスタッフは、わたしたちなんだからっ。」

「ほら、そこっ。おしゃべりしてないで、手てを動うごかす～！」

　早さ紀きちゃんがピシャリと言いった。

「はーいっ。」

　あたしはピンと背せ筋すじをのばした。

　ヤヤコが目めに入はいらないようにして、ギョーザの具ぐを選えらぶことに集しゅう中ちゅうする。

　子こどもたちに人にん気きなのはウィンナーやチーズだ。

　せっかくだから、みんなが作つくっていないようなギョーザを作つくってみようかな。あ、あれがいいかも！

　まだあまりへっていない、きんぴらごぼうに手てを出だすと、だれかの手てが同どう時じにのびてきた。ヤヤコだ。

　ヤヤコが、ギロリとにらんでくる。

　思おもわずひるんで手てをひっこめると、ヤヤコはなにも言いわずに、きんぴらを自じ分ぶんの皮かわにのせた。よりにもよって、どうしてヤヤコといっしょにギョーザを作つくらなきゃならないんだろう。

　ヤヤコは続つづいて、薄うす焼やき卵たまごに手てをのばす。しかし、すんでのところで、ティナちゃんがすばやく箸はしで卵たまごをつまんだ。

「あら～、お先さきに──。小こ林ばやしさん、ごめんねー？」

　ティナちゃんが笑え顔がおで言いうと、ヤヤコの口くちのはしがピクッと動うごく。

「べつに、あやまる必ひつ要ようないよ～。あれ？　でも、先さきにとってるのはバナナ？　卵たまごを合あわせようなんて、山やま田ださんって大だい胆たんなこと考かんがえるのね～？」

　今こん度どはティナちゃんのほおが、ピクッと動うごいた。

　二人ふたりのあいだの空くう気きが、ピリピリふるえる。どっちも笑え顔がおなのが、よけいにこわい。

「えー！　リョウマ兄にいちゃん、なにのっけてんのー!?」

　リョウマ君くんのとなりにすわっている男おとこの子こが目めを丸まるくしている。リョウマ君くんは得とく意いげにお皿さらをかかげた。

「これ、ぜったい、うまいぞ。『納なっ豆とうチョコレート』ギョーザ！」

「えー。チョコに納なっ豆とう!?　まずそー。」

　なっちゃんを筆ひっ頭とうに、男おとこの子こたちもブーイングをあびせるなか、ヤヤコが〝やさしいお姉ねえさん〟ぶって、輪わの中なかにわって入はいる。

「意い外がいな組くみ合あわせって、あんがい、おいしいですよね。甘あま納なっ豆とうみたいにちょっとお菓か子しっぽくなりそ～。わたし、それ食たべてみたいな。」

　ヤヤコ、さっきと言いってることが真ま逆ぎゃく……。すごい変かわり身みの早はやさだ。

「小こ林ばやし、わかってんじゃん。そういうことだ！　おまえらも、もっと冒ぼう険けんしねえと、新あたらしいもんは生うまれねえぞ！」

　リョウマ君くんにほめられて、うれしそうなヤヤコは、

「ほら、なんでも好すきなの選えらびな。」

と、まだ具ぐを選えらべないでいる翔しょう太た君くんに声こえをかけた。

　みんなが具ぐをのせ終おえると、早さ紀きちゃんがいよいよ包つつみ方かたをレクチャーしはじめる。

「まずは、皮かわのフチに、指ゆびでお水みずをのばしていきまーす！　このお水みずが、のりみたいに皮かわをくっつけてくれるんだよ～。皮かわがしめったら、こうやって……。」

　早さ紀きちゃんは水みずに人ひとさし指ゆびをひたして、皮かわのフチをぐるりとなぞると、みんなに見みえるように、ゆっくりとギョーザのヒダを作つくっていく。

　最さい後ごに、トントンとお皿さらの上うえで底そこを作つくると、お店みせで出でてくるようなギョーザができあがった。

「早さ紀きちゃん、じょうずー！」

　なっちゃんが手てをたたいた。

「焼やいているときに皮かわが開ひらかないように、ヒダをしっかり指ゆびでおさえるのが、ポイントだよ～。ヒダがむずかしかったら、お水みずをつけた皮かわをふたつ折おりにして、そのままくっつけてもだいじょうぶだからね！　さ、やってみよう～。」

　早さ紀きちゃんの声こえを合あい図ずに、みんなはさっそくギョーザを包つつみはじめる。あたしやティナちゃんは、うまくできないでいる子このフォローにまわったり、アドバイスをしたりする。

　具ぐをのせすぎて皮かわから飛とび出だしてしまったり、ヒダが大おおきすぎて皮かわがたりなくなったり、あちらこちらからヘルプの声こえがあがって、てんやわんやだ。

　自じ分ぶんのギョーザはそっちのけで、子こどもたちのあいだをまわっていると、翔しょう太た君くんがひざに手てを置おいたまま、じっとしているのが目めに入はいった。

「翔しょう太た君くん、だいじょうぶ？　いっしょにやってみる？」

　提てい案あんすると、翔しょう太た君くんはほっとしたようにうなずいた。

『わからない。』って言いいだせずに、こまっていたのかな。

　ところが、さっきまでべつの子このめんどうを見みていたヤヤコが、いつのまにかもどってきて、すばやくあたしと翔しょう太た君くんのあいだにわって入はいった。
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「もう、翔しょう太た。わからないなら、さっさと言いえばいいのに。ほら、貸かしてみなさい。」

「いいよ！　ハナビちゃんが教おしえてくれるから。」

「ハナビなんかに教おそわったって、じょうずにできないわよ。」

「できるもんっ。」

「いいから、ほら！　こうするの。」

　ヤヤコはテキパキとギョーザを包つつみ、次つぎの皮かわをお皿さらにセットした。

「ほら、やってみな。」

「……うん。」

　翔しょう太た君くんは次つぎのギョーザを包つつみはじめたけれど、元げん気きがないように見みえる。

　ヤヤコが、〝いつまでいるのよ。〟と言いいたげな目めを向むけてきたので、あたしはそのまま自じ分ぶんの席せきにもどった。

　ヤヤコに見み守まもられながらギョーザを作つくっている翔しょう太た君くんが、テーブルの反はん対たい側がわでもり上あがっている、なっちゃんたちをチラッと見みた。もしかして、みんなの輪わに入はいりたいんじゃ……？

　その視し線せんに気きがついたのか、ヤヤコがうながす。

「翔しょう太た。あんたも、みんなの中なかに入いれてもらいなさいよ。」

　すると、後うしろをとおりかかったティナちゃんが、翔しょう太た君くんにやさしく声こえをかける。

「べつに、無む理りに輪わの中なかに入はいらなくてもいいじゃない。ねー。ひとりがいいときもあるよねー。」

「〝ぼっち〟はだまってて。」

「あれー。もしかして、小こ林ばやしさんは、〝ぼっち〟になるのがこわいのかしらあ。」

　ティナちゃんは相あい手ての弱じゃく点てんをつかんだと言いわんばかりに、勝かちほこった顔かおでヤヤコを見みる。

「は？　あたりまえでしょ？　バカ言いわないでよ。あんたたちとちがって〝ぼっち〟になれないタイプなんで。」

　二人ふたりのあいだにバチバチと火ひ花ばなが散ちった。

「ティナちゃん、やめて！　あたしのために言いってくれるのはうれしいけど、子こどもたちがいるんだから……。」

　必ひっ死しに言いうと、リサちゃんがあたしの顔かおをのぞきこむ。

「ハナビちゃん。どうしたの？」

「あっ、なんでもない。気きにしなくていいよ。」

　あたしはむりやりテンションを上あげて答こたえる。けれど、

「そうかなあ。愛あい子こさんがいないからかなあ？　ハナビちゃんもティナちゃんも、いつもとちがう。」

　リサちゃんは心しん配ぱいそうに、さぐるように、あたしの目めをまっすぐ見みつめた。




　大おおきなお皿さら三つぶんの、大おお盛もりのギョーザができあがった。

「これからギョーザを焼やいていきまーす！　みんなは食しょっ器きの用よう意いをお願ねがいね～。」

　早さ紀きちゃんが言いいながら、ホットプレートのスイッチを入いれる。

「よーし。おれも準じゅん備びすっか！」

　リョウマ君くんは、戸とだなから大おおきくて真まっ黒くろい中ちゅう華かなべをとり出だした。いつのまにか、おでこにねじりハチマキをしている。

　なっちゃんが、「えー！」と声こえをあげた。

「お兄にいちゃんが料りょう理りするの？」

「おう！　おれのチャーハン、めっちゃうまいぞ～？」

「ほんとー？」

「専せん門もん店てんみたいな、パラッパラのチャーハンにしてやるよ。」

　リョウマ君くんはニヤリと笑わらう。

　ヤヤコが、野や菜さいが入はいったボウルをシンクからとり上あげた。

「先せん輩ぱい、野や菜さい洗あらっておきました！」

「おお、サンキュー！　さすが、小こ林ばやし、手てぎわがいいな。じゃ、それ切きるの、たのむわ。米こめつぶみたいに細こまかくな。先さきににんじんだけ切きってレンジに一分ぷん半はんかけてくれ。」

「はいっ。」

　ヤヤコは、ほおをほんのり赤あかくさせて、ガス台だいのとなりのスペースに、さっそくまな板いたを用よう意いしはじめる。

　リョウマ君くんは、そのあいだに卵たまごとごはんの準じゅん備びをする。

「あ、ハナビちゃんとティナちゃん、ギョーザ焼やくのをお願ねがいしていい？　ちょっと時じ間かんがおしてきてるから、私わたしも野や菜さいを切きるの手て伝つだうわ。」

　早さ紀きちゃんが、言いった。

「オッケー！」

　早さ紀きちゃんとヤヤコが野や菜さいを切きっているあいだに、あたしとティナちゃんは、テーブルにセットしたふたつのホットプレートで、それぞれギョーザを焼やきはじめる。

　ホットプレートが温あたたまったら、サラダ油あぶらをうすーくのばし、ギョーザどうしがくっつかないように、すきまをあけてならべていく。

「はいはーい。危あぶないから、ちょっとはなれてー！」

　ティナちゃんは、テーブルセットをしていた子こどもたちに声こえをかけると、計けい量りょうカップに入いれた水みずをギョーザのまわりに入いれる。そして、バチバチッ！　と油あぶらがはねるところに、すばやくガラス製せいのフタをかぶせた。

　あたしも同おなじようにして、ギョーザを蒸むし焼やきにする。

「おいしくなれよー！」

　水すい蒸じょう気きでみるみるうちに見みえなくなっていくギョーザに向むかって、男おとこの子こが言いった。

　そしていよいよ、リョウマ君くんによるチャーハン作づくりだ！

「チャーハンは、スピードが命いのち！　すぐにできるから、見みてろよ～。」

　ねじりハチマキで、中ちゅう華かなべを火ひにかけるリョウマ君くんは、なかなかサマになっている。

「パラパラのチャーハンを作つくるときのだいじなポイントは三つ。なべをカンカンに熱あつくすること。卵たまごを入いれたらすぐに温あたたかいごはんを入いれること。入いれる具ぐは、できるだけ小ちいさく、米こめつぶと同おなじくらいの大おおきさにしておいて、サッと炒いためることだ！」

　リョウマ君くんは中ちゅう華かなべをゆすって油あぶらを全ぜん体たいにいきわたらせると、といた卵たまごを一いっ気きに入いれた。

　ジュッ、という音おとが消きえないうちに、リョウマ君くんの手てがすばやくごはんをなべに加くわえる。

「先せん輩ぱい、切きったものはここに置おきますね。」

　ヤヤコが、切きり終おわった具ぐ材ざいが入はいった器うつわを置おく。中なかに入はいっているのは、ピーマン、長ながねぎ、レンジにかけたにんじん、そしてチャーシューだ。野や菜さいもチャーシューも、ほんとうに米こめつぶみたいに細こまかく切きられている。
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「サンキュー！　おっ、いい感かんじだな。」

「先せん輩ぱい、この細こまかさも、おいしいチャーハンの秘ひ密みつなんですか？」

　ヤヤコの質しつ問もんに、リョウマ君くんは「そうそう。」と言いいながら、さっそく野や菜さいとチャーシューを中ちゅう華かなべに入いれ、リズミカルに炒いためていく。

「スピードが命いのちって言いったろ？　これならすぐに火ひがとおるんだ。」

　リョウマ君くんは塩しお、コショウをふりかけてからさらに炒いためて、最さい後ごにしょうゆを、ごはんの上うえではなく、なべのまわりからまわし入いれた。

　ジューッ、と音おとがして、しょうゆがこげる香こうばしいにおいがここまでただよってくる。

　お腹なかがグーッと鳴なって、あたしはいそいで手てでおさえた。う～ん、おいしそう～！

「よし、できたぞー！」

「こっちも、準じゅん備びオッケー！」

　早さ紀きちゃんは、ギョーザを蒸むし焼やきにしていたホットプレートのフタをとる。ジューッ、と焼やける音おとが、カフェじゅうにひびいた。

　しばらく焼やいて、こんがりと焼やき色いろがついたらギョーザも完かん成せい！

「さあさあ、中なか身みはなにかな？　ここからは『お楽たのしみ』タイムでーす！」

「やったー！」

「早はやく食たべたーい！」

　子こどもたちは、はしゃぎながら、それぞれの席せきに散ちっていった。

　全ぜん員いんが同おなじテーブルにはすわれないので、カフェにあるいちばん大おおきなテーブルと、小ちいさなテーブルをふたつくっつけた席せきのそれぞれに、ホットプレートが置おいてある。

「ヤヤコちゃん、こっちこっち！　いっしょに食たべよう～。」

　ヤヤコと仲なか良よくなったらしいなっちゃんが、自じ分ぶんのとなりのいすをポンポンたたいた。

　なっちゃんのおかげで、すわるテーブルがわかれて、あたしはほっとした。これ以い上じょう、ヤヤコを刺し激げきしたくない。

　このまま、なにごともなく、無ぶ事じに『夜よるカフェ』が終おわればいいんだけど……。

「はぁ……。」

　思おもわず、ため息いきがもれる。向むかいにすわったリサちゃんが、「あー！」と声こえをあげる。

「さっきから、ハナビちゃん、ため息いきばっか。ため息いきつくと幸しあわせがにげちゃうって、この前まえ、リサのおばあちゃんがママに言いってた。」

「大たい変へん！　気きをつけなきゃ！」

　あたしは大おおげさに手てで口くちをおさえた。

　席せきがきまると、きょうのメインディッシュの『お楽たのしみギョーザ』がならぶホットプレートを子こどもたちがそれぞれのぞきこむ。

　アツアツのギョーザは、ふとっちょだったり、ヒダがいっぱいあったり、なかなか個こ性せい的てきだ。ただし、中なかになにが入はいっているのかは、まったくわからない。

　子こどもたちは楽たのしそうに、どれを食たべようかと選えらんでいる。食たべられるのはひとり五個こまでだから、みんな真しん剣けんだ。

「んっ、おいしい～！　これ、しそとからあげだわ。とってもいい組くみ合あわせ。あ、アクセントにうめぼしも入はいってるのね。」

　ティナちゃんがうっとりと目めをとじる。

　すると、ティナちゃんと背せ中なか合あわせにすわっていたなっちゃんがふりかえって、

「それって、ヤヤコちゃんが作つくったやつだ！　あーあ、ナツコがねらってたのに～。」

とくやしそうに言いった。

　ティナちゃんとヤヤコの動うごきが、同どう時じにピタリと止とまった。

　ヤヤコはゆっくりとティナちゃんを見みて、勝かちほこったような笑え顔がおになる。

　ティナちゃんはその気け配はいを察さっしたのか、意い地じでもふりかえるまいとしている。

「ギョーザもいいけど、チャーハンも食たべてくれよ！　できたてなんだからさっ。」

　リョウマ君くんがチャーハンの盛もられた器うつわを持もち上あげた。ナイスタイミングっ！

「そうだよね、いっただきま～す！」

　レンゲでチャーハンを口くちに運はこぶと、香こうばしいしょうゆの香かおりが広ひろがった。

「ん～～っ！　おいしいっ！」

　おせじじゃなくて、心こころから声こえが出でた。

「だろ？」

　リョウマ君くんはうれしそうだ。

　パラパラとした米こめつぶは、いっしょに炒いためた野や菜さいやチャーシューのうまみを吸すって、かめばかむほど味あじがしみ出だしてくる。それなのに、ベチャッとした感かんじはぜんぜんなくて、最さい後ごまでしっかりした食しょっ感かんも楽たのしめる。ん～、こんなにおいしいチャーハンはじめて！

「あっ!!　いけないっ!!」

　早さ紀きちゃんがとつぜん立たち上あがった。

「スープを出だすのをすっかりわすれてたわ!!」

「あーっ！」

　しまった！　スープが入はいったなべは自じ宅たくのキッチンのコンロに置おいていたんだった！

　あたしとティナちゃんとヤヤコは、スープの用よう意いをするために、あわてて自じ宅たくのキッチンに向むかった。料りょう理りを出だすのをわすれるなんて、これまでだったらありえなかった。

　カフェと自じ宅たくをつなぐドアに向むかう途と中ちゅう、チラッと見みると、カフェのキッチンのシンクには、洗あらい物ものが山やま積づみになっていた。

　愛あい子こさんがいたときには、こんなことはいちどもなかった。愛あい子こさんは料りょう理りをしながら、子こどもたちのお世せ話わをして、合あい間まにサッと洗あらい物ものもすすめてくれていたんだ……。

　自じ宅たくキッチンのコンロには、スープが入はいった大おおきななべがふたつ、わすれさられていた。

　ティナちゃんが、大おおきなため息いきをつく。

「まったく。五人にんもスタッフがいて、だれもスープのことを思おもい出ださなかったなんて……。」

「あんたたち、こんなにいいかげんな感かんじで、子こどもたちに食しょく事じを出だしてたわけ？」

　ヤヤコがバカにしたように鼻はなを鳴ならす。ティナちゃんの目めがつり上あがった。

「あ～ら。自じ分ぶんのことをたなに上あげて人ひとのあげ足あしとるなんて、やっぱり陰いん険けんねぇ。」

「ちょっ、ティナちゃん！」

　あたしはティナちゃんを止とめたけれど、ヤヤコのさっきまでの〝やさしいお姉ねえさん〟の仮か面めんはすっかりはがれ、完かん全ぜんに、いつも学がっ校こうで見みせる冷ひややかな顔かおになっていた。

「きらわれ者ものの〝ぼっち〟が。調ちょう子しのってんじゃないわよ。」

「調ちょう子しにのってるのはどっちかしら？　あんたが今いままで、どんだけ陰いん湿しつで、ひどいことをハナビにしてきたか。今いま、この場ばでリョウマ君くんに言いうこともできるんだからね。」

「どーぞ言いえば？　べつに、わたしは気きにしないし。」

　ヤヤコはしれっと答こたえる。あまりに堂どう々どうとした態たい度どに、ティナちゃんとあたしは、思おもわず顔かおを見み合あわせた。

「ああ、そう、じゃあ、言いっちゃおうかな。」

　ティナちゃんがニヤッとして言いったとき、カフェとつながるドアが開あく音おとがして、リョウマ君くんが顔かおを出だした。

「早さ紀きちゃんから伝でん言ごん！　スープの器うつわがふたつたりないから、持もってきてくれってさ。」

「わかった。それで、ちょっと聞きいてほしい話はなしがあるんだけど……。」

「あっ。おれも聞ききてえことあったんだ！　ちょうどいいや。」

　ティナちゃんの声こえにかぶせて、リョウマ君くんは楽たのしそうにキッチンに入はいってきた。

「さっきさ、野や球きゅう部ぶのヤツらからおもしろいＬＩＮＥラインがまわってきたんだけどさ。終しゅう業ぎょう式しきの日ひに、一階かいの女じょ子しトイレで〝乱らん闘とう事じ件けん〟あったの、おまえら知しってた？」

「ええっ!?」

「はああ!?」

　とつぜんの思おもいもかけない話わ題だいに、あたしとティナちゃん、そしてヤヤコまでおどろいて、声こえをあげた。その声こえがキッチンにひびきわたる。

　そ、それって、あたしがヤヤコにトイレにとじこめられて水みずをかけられ、ティナちゃんと反はん撃げきに出でたときのこと……!?

「ビックリだよな！　なにがあったかは不ふ明めいらしいんだけど、ゆか一いち面めん、水みずびたしでさ、ぐっちゃぐちゃになって、血ちまで流ながれてたらしいんだよ。」

「血ち!?」

　なっ、なんだか、その話はなし、実じっ際さいよりもふくらみすぎてるよ!!

　そのうわさ話ばなしの当とう事じ者しゃたちが目めの前まえで、言こと葉ばをうしなっているとも知しらず、リョウマ君くんはさらに続つづける。

「だれだか、犯はん人にんはわかんねーらしいんだけど、かなりはげしくやり合あったみたいなんだよなあ。ガラスまでわれてたっていうし、今いま、二年ねんのあいだでＬＩＮＥラインが飛とびかってるぜ。」

「ガラスまでは、わってな……、あっ。」

　思おもわず口くちからこぼれたところで、ヤヤコとティナちゃんが同どう時じにふりむいて、あたしを思おもいっきりにらんだ。

「え!?　ハナビ、なんか知しってんのか？」

「いえっ。なんにも！　まったくなにも、知しりません！」

　首くびをぶんぶんふって、なんとかごまかす。

「そ、そうよ～。その話はなし、盛もられすぎじゃない？　ねえ。」

　ティナちゃんもすぐさま否ひ定ていすると、あたしの顔かおを見みた。

「ほんと。ただそうじ当とう番ばんが悪わるふざけしただけなんじゃないですか？」

　ヤヤコもひきつった顔かおであたしを見みる。

「ええ？　そっかあ？　まあ、そりゃそうだよなあ。そりゃねーか。はは。」

　なにも知しらないリョウマ君くんは明あかるく笑わらう。

「そ、そうよ。男だん子しといっしょにしないでくれる？　あと、スープはカフェのキッチンで温あたためましょ。アツアツのなべを持もってくの、あぶないから。」

　ティナちゃんがなべの取とっ手てを持もつと、ヤヤコがすばやく反はん対たい側がわの取とっ手てを持もって、二人ふたりでそそくさとカフェに向むかった。

「なーんかいい感かんじに連れん携けいとれてきてんじゃん。いいね～。」

　リョウマ君くんは満まん足ぞくそうに言いった。いいのか、悪わるいのか、あいかわらずの鈍どん感かんっぷりだ。




　温あたためたスープを無ぶ事じにくばり終おえ、あたしはヤレヤレと自じ分ぶんの席せきにもどった。

　すると、なっちゃんが、こちらのテーブルに大おお皿ざらを持もってきた。

「ナツコたちのテーブル、ギョーザが多おおかったみたい！　こっちのみんなのぶんだよ～。」

「ありがと、なっちゃん～。」

　どうか、おいしいギョーザがあたりますように！

　まだギョーザを二個こしか食たべていなかったあたしは、さっそくギョーザにかぶりついた。

　ゲエッ！　このねっとり感かんとあまみは……。リョウマ君くんの納なっ豆とうチョコだ……。

　最さい初しょはチョコの味あじしかしないけれど、かんでいるうちに納なっ豆とうの風ふう味みが強つよくなっていく。食たべられないほどではないけど、ぜんぜんおいしくない。

　クッソー！　リョウマ君くんめぇぇぇぇぇ───っ!!





4　検けん査さ結けっ果か







『夜よるカフェ』が終おわって、ヤヤコやリョウマ君くんたちが帰かえったあと、堤てい防ぼうが決けっ壊かいしたかのように、ティナちゃんはヤヤコへの文もん句くを早さ紀きちゃんにぶちまけた。

　あたしがずっとヤヤコにいじめられていたこと、終しゅう業ぎょう式しきの日ひ、トイレにとじこめられて、乱らん闘とうさわぎになったことなど、すべて報ほう告こくした。

　早さ紀きちゃんは目めをまん丸まるくしておどろき、

「えっ、そうだったの……。ハナビちゃん、ごめん!!」

ってあやまったけど、

「まさか、そんなことがあったなんて……。文もん句くも言いわずに、野や菜さいを切きってくれてたヤヤコちゃんからは想そう像ぞうもできないな……。」

と、こまった顔かおで言いった。

　たしかに、ヤヤコがいなければ、人ひと手でがたりなくて、『夜よるカフェ』はできなかったかもしれないし、実じっ際さい、ヤヤコはよく働はたらいていた。

　でも、あたしはおもしろくない。ヤヤコのせいで、もう何なん年ねんも学がっ校こうで〝ぼっち〟になってきた。これ以い上じょう近ちかづかないでほしい。あたしのジャマをしないで！

　この先さきどうするか、もういちどよく考かんがえると早さ紀きちゃんは言いい、急きゅうに声こえのトーンを落おとした。

「明日あした、愛あい子こさんの検けん査さ結けっ果かが出でるんだよね……。」

　愛あい子こさんが入にゅう院いんして、もう一週しゅう間かん以い上じょうたっている。なかなか出でない検けん査さ結けっ果かが、あたしたちを、不ふ安あんの海うみにつきおとしている。

　もしかして重おもい病びょう気きなんじゃないだろうか？

　だけど、それを口くちに出だしてしまうと、ほんとうにそうなってしまいそうだから、『愛あい子こさんはだいじょうぶ！』って自じ分ぶんに言いい聞きかせて、ごまかしてきた。

　そして、いよいよ明日あした、結けっ果かが出でる。




　翌よく日じつの朝あさ。よくねむれなかったせいで、はれた目めをして、ティナちゃんと二人ふたりで愛あい子こさんのお見み舞まいに行いった。

「もし、なにかの病びょう気きが見みつかったとしても、今いまの医い療りょう技ぎ術じゅつはすすんでるから、ぜったいにだいじょうぶよ！」

　病びょう院いんに向むかうバスの中なかで、ティナちゃんがこぶしをにぎりしめて、力ちから強づよく言いう。

「そうだよね。きっとそうだよ。」

　あたしも強つよくうなずく。

　そろそろ結けっ果かが出でているはず。病びょう室しつに行いったら、愛あい子こさんがいつもみたいに明あかるく、『なんともなかったわよ。』『明日あした、退たい院いんよ。』って、言いうんだ。きっとそうだ……。

　病びょう院いんにつくと、ティナちゃんもあたしも、急きゅうに言こと葉ばが少すくなくなる。病びょう室しつがある三階がいまで上あがるエレベーターの中なかでは、二人ふたりともだまりこんでしまった。

　エレベーターが三階がいについて、ドアが開あいたとき、

「わっ！」

　エレベーターのまん前まえにママが立たっていた。

「あ、ハナビ……。」

　ママはなにか考かんがえごとをしていたみたいで、ぼんやりしている。ママの暗くらい表ひょう情じょうを見みて、おさえこんでいた不ふ安あんがまたわき上あがり、胸むねをしめつける。

「愛あい子こさんは……？　検けん査さ結けっ果かは……？　もう、出でたんだよね？」

　おそるおそる、あたしはママに聞きいた。

「……ええ。」

　ママはしずかに答こたえると、

「二人ふたりとも、ちょっといいかしら。」

　そう言いって、ろうかのつきあたりにある休きゅう憩けいスペースへ向むかって歩あるきだした。

　だれもいない休きゅう憩けいスペースのベンチにママがすわったので、あたしとティナちゃんは向むかいのベンチにならんですわった。

「さっき愛あい子こといっしょに、担たん当とうの先せん生せいから検けん査さ結けっ果かを聞きいてきたわ。」

　ママは落おち着ついた声こえで話はなしはじめた。

「結けっ果かは、〝脳のう腫しゅ瘍よう〟。脳のうの中なかに、小こ指ゆびの先さきくらいの腫しゅ瘍ようができてたの。それを、手しゅ術じゅつでとりのぞくことになったの。」

「〝脳のう腫しゅ瘍よう〟……。」

　つぶやいてみたけど、どんな病びょう気きなのか、あたしにはよくわからない。だけど、脳のうを手しゅ術じゅつしなきゃいけないなんて……。病びょう気きの重おもさは、あたしにも想そう像ぞうできる……。

「じゃあ、この前まえ、たおれたのも、腫しゅ瘍ようのせいだってことですか？」

　ティナちゃんがママに聞きいた。

「ええ。お医い者しゃさんの話はなしでは、もっと前まえから吐はき気けや、めまいがあったはずだって。それなのに、愛あい子こったら、なにも言いわないでいたみたいなのよ。」

　ママは言こと葉ばをつまらせ、深ふかくため息いきをついた。

「ただ、ちょっと大たい変へんな手しゅ術じゅつになるみたいなの……。腫しゅ瘍ようが、むずかしいところにあって、確かく実じつにとりのぞくことができるかどうかわからないって。後こう遺い症しょうが残のこることもあるし、最さい悪あくの場ば合あいは……。」

　ママがハッと息いきをのむ。どんな言こと葉ばをのみこんだのか、すぐにわかった。

「そんな……。」

　ティナちゃんのかすれた声こえが小ちいさく聞きこえた。

　あたしだって、心こころの中なかでくりかえしている。そんな……、そんな……、そんな……!!

「愛あい子こさんは……？　愛あい子こさんは、なんて言いってるんですか？」

　ティナちゃんが、食くいつくみたいにママのほうに身みを乗のり出だして聞きく。

「それがね……。みんなには、だまっててって。」

「えっ!!」

　思おもわず大おおきな声こえが出でた。

「みんなには、心しん配ぱいかけたくないんだって。」

　もうっ、愛あい子こさんったら、なに言いってんの？　さんざん心しん配ぱいかけているのは、あたしたちのほうなのに……。

「でも、これはもう、愛あい子こひとりの問もん題だいじゃないわけだし、愛あい子この家いえで暮くらすあなたたちも、しっかり事じ実じつは知しっておいたほうがいいと思おもうの。わかるかしら。」

「うん……。」

「はい……。」

　ティナちゃんとあたしは、しずかに返へん事じをした。二人ふたりともうつむいている。顔かおが上あげられない。人ひとはどうして悲かなしいとき、うつむいてしまうんだろう。

「じゃあ、早さ紀きさんにはママから連れん絡らくするわね。」

　そう言いって、ママは立たち上あがる。あたしはあわててママを見みた。

「あっ、愛あい子こさんは？　今いまは病びょう室しつにいるの？」

「ええ。ただ、薬くすりを飲のんでるから、ねむいみたい。あまり負ふ担たんをかけないようにね。」

「……うん。」

　ママが行いってしまってからも、あたしとティナちゃんはしばらく立たち上あがれず、だまったままベンチにすわりこんでいた。

　あたしの目めのおくには、笑わらっている愛あい子こさんしか映うつっていない。入にゅう院いんしてからだって、愛あい子こさんはずっと笑え顔がおだった。

　病びょう気きの前まえぶれがあったはずなのに、愛あい子こさんは、あたしたちに、そんなそぶりをぜんぜん見みせなかった。今いまもあたしたちに『心しん配ぱいかけたくない』なんて……。

　愛あい子こさん、どうして？　あたしたちがたよりないから？

　そりゃそうだよね。今いままでずっと、愛あい子こさんにあまえてばかりだったんだもん。

「ね、ティナちゃん、あたしたち、しっかりしよう！　愛あい子こさんを支ささえなくっちゃ！」

　思おもわず、あたしは言いった。

「ハナビ、どうしたの？　急きゅうにたのもしくなっちゃって。」

　ティナちゃんがポカンと口くちを開あけて、あたしを見みる。

「だって、いちばんつらいのは、愛あい子こさんなんだもん。」

　そう口くちにすると、涙なみだがにじんだ。それをごまかすように、あたしは立たち上あがる。

「じゃ、病びょう室しつに行いこう！」

「えっ、あっ、うん……。」

　とまどったように、ティナちゃんも立たち上あがった。

　病びょう室しつの前まえまで来くると、そっと中なかをのぞいた。愛あい子こさんはベッドに横よこになって、ねむっているみたいだった。声こえには出ださないけど、ティナちゃんの口くちが『帰かえろうか。』と、言いっている。

　二人ふたりで、ドアをしめようとしたとき、

「ハナビ？」

　愛あい子こさんがあたしをよんだ。見みると、愛あい子こさんが目めを開あけてこちらを見みている。

「あっ、ごめんね。起おこしちゃって。」

　なんだか、いつもよりも緊きん張ちょうして声こえが上うわずる。

「愛あい子こさん、寝ねててよ。わたしたち、またあとで来くるから。」

　ティナちゃんが言いったけど、

「だいじょうぶよ。少すこしウトウトしてただけだから。そろそろ、二人ふたりが来くるころかなって思おもってたのよ。きのうの『夜よるカフェ』の報ほう告こく、聞きかせてもらわなきゃね。」

　愛あい子こさんは体からだを起おこして、ほほえんだ。その笑え顔がおが、胸むねをギュッとしめつける。

　ベッドの横よこに行いくと、あたしたちはさっそく、きのうの『夜よるカフェ』のことを話はなしはじめた。

　あたしの天てん敵てきであるヤヤコが、ぐうぜんスタッフになったことを伝つたえたときの愛あい子こさんの興きょう味みしんしんの顔かおは、いたずら好ずきの子こどもみたいだ。

「あたしたちの前まえではえらそうなのに、リョウマ君くんが近ちかくにいると、ちゃーんと、猫ねこかぶっちゃうんだから。」

　愛あい子こさんの前まえでは、文もん句くでもなんでも話はなせる。

「わあ、スリル満まん点てんじゃないの！　わたしまでドキドキしちゃう！」

「スリルっていえばね……。」

　あたしとティナちゃんは、夏なつ休やすみに入はいる前まえにおこったヤヤコたちとの〝トイレ事じ件けん〟が、〝謎なぞの乱らん闘とう事じ件けん〟として学がっ校こうじゅうでうわさになっていることを、かわりばんこに話はなした。

「まるでドラマみたい。じゃ、今こん度どは〝夜よるカフェ乱らん闘とう事じ件けん〟をおこすんじゃないでしょうね？」

「そんなことしないよ。『夜よるカフェ』はだいじな場ば所しょだもん。」

　答こたえたあたしに、愛あい子こさんはほほえみかける。

「でも、かえってよかったかもよ。学がっ校こうでヤヤコちゃんにビクビクしているより、きのうみたいに近ちかくにいたほうが、ケンカだってできるし、ときには手てを結むすぶことだってできるかもしれないでしょ。」

「愛あい子こさんって、ほんとに前まえ向むきなんだから。」

　ティナちゃんが小ちいさく笑わらうと、愛あい子こさんも笑わらう。いつもそうだ。

　愛あい子こさんはいつも、あたしたちの話はなしを真しん剣けんに聞きいて、そして笑わらってくれる。

　その笑え顔がおは作つくり笑わらいのうそじゃない。

　愛あい子こさんの前まえでは、なんでも話はなせるのも、『そんなこと言いっちゃダメでしょ。』とは、ぜったいに言いわないから。

　それどころか、どんなことを言いっても、あたしやティナちゃんを、まるで両りょう手てを広ひろげるようにして受うけ止とめてくれる。

　ママに反はん発ぱつして家いえ出でしたときだって、そうだった。内ない心しん、おこられるかもってビクビクしていたあたしを「ハナビ、かっこよかったじゃないの！」ってむかえてくれた。

　どんな話はなしでも、しっかりとうなずきながら、一いっ生しょう懸けん命めい聞きいてくれた。

『夜よるカフェ』を作つくりたいって言いったときも、まだ中ちゅう学がく生せいになったばかりのあたしのアイディアを、ちゃんと、いっしょになって考かんがえてくれた。

　いつも、あたしを信しんじて、そのときどきにたいせつなことを話はなしてくれた。

　そんな愛あい子こさんが、自じ分ぶんは重おもい病びょう気きなのに、それでもあたしたちに心しん配ぱいかけまいと、こんな笑え顔がおを見みせてくれてる。

　もしも今いま、あたしが前まえより少すこしだけ強つよくなれたとしたら、明あかるくなれたとしたら、それは愛あい子こさんのおかげ。

　だから、あたしだって、愛あい子こさんにもう、心しん配ぱいかけたくないよ……。

　胸むねのおくが熱あつくなって、おさえきれず、涙なみだがこぼれた。

「……あれ。」

　ごまかすように、あわてて涙なみだをぬぐう。

「なんでだろ……。へんなのっ。」

「ちょっと、ハナビ。なに、泣ないてんのよ。」

　ティナちゃんもそう言いいながら、涙なみだ声ごえになっている。

「……うっ。」

　ダメだ、止とまらないよ……。

「そっか……。二人ふたりとも、聞きいたんだ……。」

　愛あい子こさんは、しずかに言いった。
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「ごめんなさい……。さっき、そこで、ママとバッタリ会あって……。」

「姉ねえさんったら。ほんと、心しん配ぱい性しょうなんだから。」

「秘ひ密みつになんかしないでよ。わたしたちだって、もう、子こどもじゃない。」

　ティナちゃんが愛あい子こさんにつめよる。

「そうだよ、愛あい子こさん。ひとりで背せ負おわないで。」

　あたしは、愛あい子こさんの目めをまっすぐ見みて言いった。

「ありがとう。二人ふたりの気き持もち、すごくうれしい。」

　ティナちゃんとあたしの顔かおをしっかり見みながら、愛あい子こさんは続つづける。

「病びょう気きに関かんしては、自じ分ぶんでもおどろくほど、すごく冷れい静せいに受うけ止とめられてるの。もちろん手しゅ術じゅつのむずかしさも、最さい悪あくのケースも、ちゃんと聞きいたし、自じ分ぶんでも今こん後ごのことをしっかり考かんがえた。

　人じん生せいって、だれにでも、いろんなことがおこるじゃない。試し練れんっていうのかな。わたしの場ば合あいは、それが病びょう気きだったってことなんじゃないかって思おもうの。

　だったら、みんながひとつひとつ試し練れんを乗のりこえていってるみたいに、わたしだって、ぜったい治なおしてやるって思おもう。な～んて、えらそうなこと言いってるけど、もしもわたしが弱よわ気きになることがあったら、二人ふたりでビシビシ背せ中なかをたたいてね。」

「うん……。背せ中なかがはれるほどたたいちゃう。」

　あたしは言いい、ニッと笑わらう。細ほそめた目めから、また涙なみだがこぼれてくる。

「愛あい子こさんは、自じ分ぶんの病びょう気きがよくなることだけ考かんがえてて！　『夜よるカフェ』のことだって、早さ紀きちゃんとわたしたちでなんとかするから！　ね、ハナビ！」

　ティナちゃんがぐっとこぶしに力ちからをこめて言いう。

「うん。」

　あたしも力ちからをこめて、うなずく。今こん度どは愛あい子こさんがニッと笑わらった。

「なんだか、二人ふたりとも、いつのまにかしっかりしちゃって！　ちょっと大人おとなになったんじゃない？」

「ええ、まあ……、おかげさまで……。」

　ティナちゃんがわざとらしく髪かみに手てをやり、大人おとなっぽい笑えみをうかべる。その顔かおは女じょ優ゆうのママにそっくりだ。

「じゃあ、わたしの留る守すのあいだは、いろいろよろしくお願ねがいします。」

　愛あい子こさんもあらたまった感かんじで、おじぎをした。




　病びょう室しつを出でるとき、愛あい子こさんがベッドの中なかから、手てをふって見み送おくってくれた。

　毎まい回かいお見み舞まいに来くるたびに、なんども見みてきた光こう景けいだ。だけど、あたしは、殺さっ風ぷう景けいな病びょう室しつに愛あい子こさんをひとり残のこして帰かえるのが、心こころ苦ぐるしくて、すごく悲かなしい。

　早はやくここから愛あい子こさんを連つれ出だしたい。そんな思おもいがわき上あがる。

　病びょう院いんを出でると、あたしとティナちゃんはバス停ていの横よこをとおりすぎて、家いえまで歩あるいて帰かえった。

　まだまだ夏なつの太たい陽ようは高たかいところから、ギラギラとアスファルトを熱あつく照てらしているけど、あたしはなんとなく、太たい陽ようの光ひかりをあびていたい気き分ぶんだった。

「わたし、やっぱ、病びょう院いんって好すきになれないわ。」

　暑あつそうにあせをぬぐいながら、ティナちゃんがつぶやいた。

「あたしも。愛あい子こさんの病びょう室しつも、なんとなく、冷つめたい感かんじだし。毎まい日にち、毎まい日にち、あんな景け色しき見みてたら、元げん気きがなくなっちゃうかも。」

　歩あるいていると、住じゅう宅たく街がいの手て入いれされた庭にわに、ひまわりが大おおきく花はなを開ひらかせている。

　ひまわりとならんで、ティナちゃんが、まぶしそうに空そらをあおいだ。その姿すがたを見みた瞬しゅん間かん、

「ああああ!!」

　いいアイディアがうかんで、あたしは大おおきな声こえを出だして立たち止どまった。

「なに？　どうしたの!?」

「ティナちゃん！　花はなよ、でっかい花はな！　えっと、ほら、ジャイアントフラワー！」

「ジャイアントフラワーって、あの、紙かみで作つくる大おおきな花はなのこと？」

　前まえにティナちゃんとインターネットで、ジャイアントフラワーの画が像ぞうを見みたことがあった。

　ピンクやオフホワイトの大おおきな花はなが部へ屋やのあちこちにかざられ、現げん実じつの部へ屋やなのに、まるで物もの語がたりの挿さし絵えのような光こう景けいに見みえ、いつかぜったい作つくってみたいとひそかに思おもっていた。

「いい!!　ハナビ！　そうよ！　愛あい子こさん、お花はな大だい好すきだし！」

「愛あい子こさんが手しゅ術じゅつしているあいだに、こっそりかざって、手しゅ術じゅつが終おわって、愛あい子こさんが目めを覚さましたら、病びょう室しつがお花はな畑ばたけになってるの。」

「それいい！　やっとハナビらしくなってきたじゃないっ！」

　ティナちゃんはそう言いって、リョウマ君くんとティナちゃんとあたしの三人にんの『夜よるカフェ』グループＬＩＮＥラインに『緊きん急きゅう招しょう集しゅう！』と書かいて送おくった。





5　〝オム・ライ・スー〟







「いただきます!!」

　早さ紀きちゃんが、いつもよりも何なん倍ばいも大おおきな声こえを出だし、力ちからをこめて手てを合あわせると、

「いただきます!!」

　あたしもティナちゃんもリョウマ君くんも、思おもいっきり大おおきな声こえで言いい、いきおいよくカレーを食たべはじめた。

　きょう一いち日にち、外がい出しゅつしていた早さ紀きちゃんは、ママから電でん話わで検けん査さ結けっ果かを聞きいた。愛あい子こさんの家いえに帰かえってきたとき、目めは少すこし赤あかかったけど、いきなりこぶしを高たかくつきあげ、

「わたしたちも、がんばろう！　ってことで、晩ばんごはんはカツカレーよ！」

と、買かってきたおそうざいのカツをテーブルに置おいた。

　そして、早さ紀きちゃんが帰かえってきてすぐ、リョウマ君くんが家いえにかけこんできた。もともと、きょう愛あい子こさんの検けん査さ結けっ果かが出でるのを知しっていたリョウマ君くんは、ティナちゃんが出だした『緊きん急きゅう招しょう集しゅう』のＬＩＮＥラインには返へん信しんをせず、部ぶ活かつを早そう退たいして、愛あい子こさんちにかけつけた。

　肩かたで息いきをしているリョウマ君くんに麦むぎ茶ちゃを出だすと、あたしとティナちゃんで、きょうママから聞きいたことをなるべく正せい確かくに伝つたえ、それから、愛あい子こさんの様よう子すを話はなした。

　最さい初しょはショックを受うけ、なにも言いわずに麦むぎ茶ちゃを飲のみつづけていたリョウマ君くんだけど、麦むぎ茶ちゃを飲のみほし、氷こおりをかみくだくと、

「おしっ！」

　自じ分ぶんのほっぺを両りょう手てでパンとたたいて、気き合あいを入いれた。

　愛あい子こさんの検けん査さ結けっ果かは、あたしやティナちゃん、早さ紀きちゃんにリョウマ君くん、それぞれにショックをあたえた。だけど同どう時じに、病びょう気きをただ不ふ幸こうなことではなく、〝試し練れん〟として立たち向むかおうとする愛あい子こさんの姿すがたは、あたしたちにやる気きと元げん気きをくれる。

　愛あい子こさん本ほん人にんがあんなに前まえ向むきに病びょう気きを受うけ止とめているのに、あたしたちが深しん刻こくぶって暗くらく落おちこんでたって、しょうがないよね。そんなふんいきのなかで、あたしたちは夢む中ちゅうでカツカレーを食たべた。

「そのジャイアントフラワー、リサたちにも声こえかけていっしょに作つくるんだろ？　だったら、翔しょう太たや小こ林ばやしにも声こえかけようぜ。」

　カツをほおばりながら、リョウマ君くんが無む邪じゃ気きに言いう。

「はあ!?　なんであいつに声こえをかけなきゃいけないのよ。関かん係けいないじゃない！」

　ティナちゃんがすぐさま反はん論ろんする。

「待まて、待まて。関かん係けいなくはねえだろ。それに翔しょう太たが、ここになじめるチャンスじゃんか。冷つめたいこと言いうなよ。米こめつぶ、ついてる。」

　なにも知しらないリョウマ君くんは、ティナちゃんにごはんつぶを指し摘てきしながら言いった。

　たしかに、リョウマ君くんに悪わる気ぎはいっさいない。だけど……。

　あたしはなにも言いえず、うつむいて考かんがえこむ。

「けど、二人ふたりともほとんど愛あい子こさんのこと知しらないだろうし、どうだろうなあ……？」

　あたしはおずおずと答こたえる。

「そうね。翔しょう太た君くんがどうしてもやりたいっていうならべつだけど、無む理りに入はいってもらわなくてもいいかもね。っていうことで、ジャイアントフラワーの作つくり方かたなんだけどさ。」

　あたしたちのやりとりをずっと聞きいていた早さ紀きちゃんが、パンと手てをたたいて、話わ題だいをジャイアントフラワーの作つくり方かたに変かえた。

　ジャイアントフラワーを知しらないリョウマ君くんに、早さ紀きちゃんがスマホをとり出だし、〝インスタグラム〟にのっている、海かい外がいのウェディングの写しゃ真しんを見みせた。

　あわいピンクと白しろの紙かみで作つくられた、新しん郎ろう新しん婦ぷの身しん長ちょうと同おなじくらい大おおきなバラやガーベラが、芝しば生ふの地じ面めんから生はえているようにかざられている。

　まるで、小ちいさくなった人にん間げんが、童どう話わの世せ界かいの花はな畑ばたけの中なかで結けっ婚こん式しきをあげているような光こう景けい。

「じゃまになったらいけないから、実じっ際さいはもっと小ちいさいサイズにするけど、イメージはこんな感かんじ。花はなの大おおきさはだいたい、二十センチから三十センチにおさまるくらいかな。」

　早さ紀きちゃんは両りょう手てを前まえに出だし、ジャイアントフラワーの完かん成せいサイズをしめした。

「で、素そ材ざいは、画が用よう紙しか、クレープ紙しっていうシワシワの紙かみで花はなびらを何なん枚まいも作つくって、それをはり合あわせていくんだけど、この紙かみもけっこう枚まい数すうが必ひつ要ようになるかなあ。うちにあるから、明日あした家いえからとってくるね。」

　早さ紀きちゃんは美び大だい生せいだから、家いえにはいろんな画が材ざいや材ざい料りょうがある。

　ステキなものができそうで、ワクワクしてきた。

『夜よるカフェ』の常じょう連れんの子こどもたち何なん人にんかにも声こえをかけ、ジャイアントフラワー作づくりはあさって、土ど曜よう日びの昼ひるからスタートすることになった。




　次つぎの日ひの午ご後ごは、雨あめになった。

　ティナちゃんは実じっ家かで用よう事じがあって、お昼ひるすぎからでかけ、早さ紀きちゃんは愛あい子こさんのお見み舞まいに行いっている。そのあいだ、家いえにはあたしだけ。

　夏なつ休やすみの宿しゅく題だいを終おわらせようと思おもったけど、教きょう科か書しょを開ひらいてもぜんぜん集しゅう中ちゅうできなくて、かといって、なにもしないのも落おち着つかない。

　愛あい子こさんは今いまも病びょう気きと闘たたかっているのに、自じ分ぶんだけ家いえでぐーたらすごすなんて、ダメだ。それに、もうひとつ落おち着つかない理り由ゆうが……。

　じつはヤマト君くんからの返へん信しんがまったく来こない。前まえに愛あい子こさんが入にゅう院いんしたことを伝つたえたとき『くわしいことがわかったら連れん絡らくしてくれ。』って、書かいてあった。だから、くわしい内ない容ようを送おくったのに、既き読どくだけついて、いまだに返へん信しんが来こない。どうしたんだろう……？

　モヤモヤしたまま、家いえの中なかをうろうろしていると、ふいに、目めにとまったガラスが気きになりだし、雨あめふりにもかかわらず、あたしはカフェの窓まどガラスのそうじをはじめた。

「ちわーっす。いやあ、ぬれた、ぬれた。」

　とつぜん、雨あめでびしょぬれのリョウマ君くんがカフェの入いり口ぐちから入はいってきた。

「あれ？　きょう、おまえひとり？」

「うん。ティナちゃんはちょっと用よう事じがあって、あと、早さ紀きちゃんはお見み舞まい中ちゅう。」

「で、雨あめの日ひに窓まどふきねえ～。」

　いつのまにか、窓まどの外そとは本ほん格かく的てきなザアザアぶりの雨あめになっている。

「でも、なんかしてないと、落おち着つかなくて。あ、それより、タオル。」

　あたしは、いそいで、脱だつ衣い所じょからタオルをとってくると、リョウマ君くんにわたした。

「おっ。サンキュー。」

「なにか飲のむ？」

「いやいや。おかまいなく。」

「それとも、お腹なかすいてない？　おにぎりとかなら、すぐ作つくれるよ。」

　なんだか、照てれくさくて、その場ばからにげるようにキッチンへ行いこうとした。そのとき、

「ちょっと、待まった。」

　リョウマ君くんがあたしのうでをつかんだ。そのままなにも言いわずに、あたしの顔かおをのぞきこむ。

「それよりさ。ちょっとでかけね？」

「え？」

「雨あめ、ふってっけど、通とおり雨あめっぽいから、そのうちやむだろ。じゃ、行いくぞ！」

「え？　どこに？」

「そんな暗くらい顔かおしてたら、愛あい子こさん、悲かなしむぞ。」

　そう言いって、リョウマ君くんはさっさとカフェの出で口ぐちに向むかって歩あるきだす。わけもわからず、あたしはいそいで戸と締じまりをして、外そとに出でた。

「ねえ。どこに行いくの？」

　なんどかこの質しつ問もんをしたけど、あたしの少すこし前まえを行いくリョウマ君くんは、ずっと鼻はな歌うたを歌うたいながら、ニヤッと笑わらうばかり。

「うしっ。ついたぞ。」

　家いえから二十分ぷんくらい歩あるいてきたところで、とつぜんリョウマ君くんが立たち止どまった。

「え!?」

　見みると、平ひら屋やの小ちいさな建たて物ものがあり、そのおくには、緑みどり色いろのネットがはられている。

「ここは？」

　リョウマ君くんが答こたえるより先さきに、カキーンという、ボールを打うつ音おとが聞きこえてきた。

「バッティングセンターだよ。」

「ダ、ダメだよ。あたし、運うん動どう神しん経けい悪わるいし、バッティングなんてやったことない。」

「だいじょうぶ、だいじょうぶ～。」

　そう言いいながら、リョウマ君くんはさっさと建たて物ものの中なかへ入はいっていってしまった。

　えええ！　うそおお!?

　おずおずと中なかへ入はいると、いくつかあるバッティングコーナーには何なん組くみか人ひとが入はいっていて、ものすごい速はやさで飛とんでくる球たまをキレイに打うちかえしている。

「無む理り、無む理りだよ、ぜったい無む理り。」

「あたりまえだろ。最さい初しょから打うてたら、おれのほうがビックリだよ。ま、とりあえず、おれのスーパーバッティングを見みとけ！」

　リョウマ君くんはそう言いって、いちばん速そく度どのおそい八十キロを選えらび、四百円えんを機き械かいに投とう入にゅうした。あたしはドキドキしながら、ネットごしに見み守まもる。

　打だ席せきに入はいったリョウマ君くんは真しん剣けんな顔かおつきで、球たまが出でてくる先さきを見みている。遠とおくにある機き械かいに、白しろい球たまがセットされ、リョウマ君くんがバットをかまえた次つぎの瞬しゅん間かん。

　ゴツッと、つまった打だ球きゅうはバウンドしながら飛とんでいった。

「すごーい。あたった。」

　あたしは素す直なおに拍はく手しゅする。

「いやいやいや。つまった。やっぱ、にぶるなあ。」

　リョウマ君くんはぶつぶつ言いいながら数すう回かい素す振ぶりをして、すぐにかまえると、今こん度どはカキーンといい音おとを立たて、打だ球きゅうはキレイに弧こをえがいてホームランパネルのすぐ下したあたりに飛とんでいった。

「どうだ！　見みたか！」

　リョウマ君くんが笑え顔がおでふりかえる。

「すごい！　すごい！　どうして!?　どうしてこんなの打うてるの!?」

「おれ、小しょう学がく生せいのときは野や球きゅう少しょう年ねんだったからな。」

　ほんと、リョウマ君くんってなんでもできちゃう。いいなあ、あたしにはとてもできない。

「さあ。次つぎはハナビ。おまえの番ばんだぜ。」

「え!?　いや、あたしは見けん学がくで……。」

「いいから、いいから。往おう生じょう際ぎわ、悪わるいぜ。」

　リョウマ君くんはあたしの背せ中なかをおして、打だ席せきにおしこんだ。そのあいだも、機き械かいは止とまることなく、球たまを投なげつづけている。

　ど、どうしよう……。こんな速はやい球たま、打うてるわけない。っていうか、見みえないよ。

「ほら、バット、にぎって！　こうかまえる。」

　リョウマ君くんにむりやりバットを持もたされ、かまえさせられる。

「うひゃあああ。」

　頭あたまよりも体からだが反はん応のうして、思おもわずよけてしまう。

「おいおい、ドッジボールじゃないんだから。よけてどーすんだよ。」

「だ、だって。」

「ほら、また来くるぞ。」

「ひゃあああ。」

　あたしは、思おもいっきりバットをふった。

「おいおい。目め、つぶって、どうする。」

「だ、だって。」

「だってじゃねえ。ああ、ほら、二十球きゅう、終おわっちまった。」

　いつのまにか四百円えんぶんの球たまはつきたようで、機き械かいはしずかになった。

「いいか。まず、体からだの力ちからをぬけ。ガッチガチにかまえんのが、いちばんダメだ。」

「は、はい。」

「かまえて、引ひいて、打うつ。このタイミングをしっかり体からだにたたきこめ。」

　リョウマ君くんはあたしの目めの前まえで、見み本ほんを見みせる。あたしもそれをマネする。

「かまえはこう。しっかり顔かおはピッチャーに向むけとけ。そんで、引ひく。で、打うつ。」

　あたしのふにゃふにゃした動うごきを、ひとつひとつリョウマ君くんが修しゅう正せいし、なんとか、それっぽい素す振ぶりに近ちかづいていく。

「あとは、タイミングを合あわせるために、わかりやすいかけ声ごえみたいなのがあるといいんだよなあ。たとえば、『すき・焼やき・どーん!!』みたいな。」

　リョウマ君くんは〝すき焼やき丼どん〟に合あわせて、キレイなバッティングフォームを見みせる。

「なるほど！　じゃ、じゃあ、あたしは……。オムライスかなあ。」

「『オム・ライ・スー！』か。うん、いいんじゃねえか!?　『オム』でかまえ、『ライ』で引ひく、『スー』で打うつ。わかったか。」

「うん！　なんか、いけそう。」

「オム・ライ・スー。」なんどもつぶやきながら、教おそわった素す振ぶりをくりかえす。

「おし。だんだん、サマんなってきたぜ。じゃあ、いくぞ。」

　リョウマ君くんがニヤッと笑わらい、機き械かいに四百円えんを入いれた。あたしは打だ席せきに入はいり、肩かたの力ちからをぬく。タイミングは、オム・ライ・スー。オム・ライ・スー。

「来くるぞっ。」

　リョウマ君くんの声こえに合あわせて、あたしはかまえた。

「オム！　うひゃあああ。」

　思おもわず、体からだがにげごしになり、思おもいっきり空から振ぶりした。

「にげるな！　だいじょうぶ！　球たまをよく見みろ！」

　リョウマ君くんの喝かつを受うけ、あたしはもういちどかまえる。けど、ふっても、ふっても、なかなかバットにあたらないまま、いつのまにか残のこり一球きゅうになっていた。

「ダメ、やっぱり、もう、無む理りだよ。」

「リラックス、リラックス。だんだん〝空から振ぶり〟もサマになってきてるぜ。」

　リョウマ君くんが笑わらいながら言いう。そっか。リラックス、リラックス。

「オムッ。」

　かまえて、

「ライ！」

　引ひいてえ、打うつ！

「ス───!!」

　さけんだとき、あたしの手てに、今いままで味あじわったことのない衝しょう撃げきがバットから伝つたわった。

　カンッと、バットがはじめて音おとを立たて、打うちかえした。打だ球きゅうは、いきおいよくバウンドしてころがっていった。

「うおおお！　あたった！　ハナビ！　あたった！」

「わあああ！　あたった！　リョウマ君くん！　あたったよお！」

　リョウマ君くんと二人ふたりで飛とび上あがる。

「よくやった！　ピッチャーゴロだけど、バットにはあたったじゃないか！」

　リョウマ君くんが上あげた両りょう手てに、あたしは思おもいっきりハイタッチをした。

「うれしい～！　やってみなきゃ、わかんないもんだね。」

「だろ？　こわがってにげてたら、今いまの快かい感かんは味あじわえなかったぜ。」

「うん。」

「でも、おれってさあ。なんでもできちゃうじゃん。だから、あそこまで空から振ぶりしつづけて、ピッチャーゴロで、あんなに感かん動どうできるハナビが、正しょう直じき、うらやましいよ。」

　打だ席せきを出でて、エントランスへ向むかって歩あるきながら、リョウマ君くんが言いった。

「わあ、いやみ～。」

　あたしはリョウマ君くんの肩かたをたたいた。

「ハハ。いや、ほめてんだって。なんでもそういうふうに、一いっ生しょう懸けん命めいになれるハナビがいいんだよ。」

　笑わらいながらも、リョウマ君くんはふりかえると、真しん剣けんなまなざしであたしを見みた。
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「…………」

　思おもわず、心しん臓ぞうが高たか鳴なるのを感かんじた。

「あ……。えっと……。うわっ、空そら、やべえな。」

　リョウマ君くんは話はなしをむりやり変かえるように、空そらを見み上あげた。

　いつのまにか雨あめがやみ、雲くものすきまからいくつもの光ひかりの筋すじが差さしこんでいた。

　リョウマ君くんのおかげで、ここ数すう日じつ間かん、心こころをおおってたモヤモヤしたものが、なんだかすっきりしたのを感かんじる。

「リョウマ君くん。きょうはありがとう。気き持もちがすっきりした。」

「おう。いつでもつき合あうぜ。」

　照てれくさそうに言いうと、リョウマ君くんは先さきに歩あるきはじめた。

　その日ひの夜よる、愛あい子こさんのお見み舞まいから帰かえってきた早さ紀きちゃんから、手しゅ術じゅつ日びがきまったと聞きいた。八月がつ三十日にち、金きん曜よう日びだ。その日ひづけが矢やのように、あたしの胸むねにささった。





6　ジャイアントフラワー作づくり







　翌よく日じつ。お昼ひるからはじまったジャイアントフラワー作づくりには、リョウマ君くん、リサちゃん、なっちゃん、小しょう学がく生せいの男おとこの子こ二人ふたりが集あつまった。そして、

「おーい。中なかに入はいれよ。」

　リョウマ君くんがカフェの入いり口ぐちあたりに立たっている翔しょう太た君くんとヤヤコを、みんなが集あつまっているカフェの中ちゅう央おうのテーブルによんだ。

　ことわってほしかったけれど、あたしとティナちゃんの期き待たいをうらぎり、開かい始し五分ふん前まえにヤヤコはカフェにやってきた。

「翔しょう太たがどうしてもやりたいって言いうの。ほら。」

　ヤヤコが翔しょう太た君くんの背せ中なかをおし、みんなの輪わの中なかにまぜた。

　ヤヤコとあたしは、今いまのところいっさい、目めを合あわせていない。

　ときどき、するどい視し線せんを感かんじるけど、今いまは愛あい子こさんへのたいせつなジャイアントフラワー作づくり！　ヤヤコなんてもう、あたしのほうから、無む視し！　無む視し！

　あたしは気き合あいを入いれると、ジャイアントフラワーの説せつ明めいをはじめた。

　作つくり方かたを知しっている早さ紀きちゃんが、花はなびらの型かた紙がみとお手て本ほんとなるジャイアントフラワーをきのうの夜よるのうちにひとつ作つくってくれた。

　ピンクのクレープ紙しを使つかったバラの花はなで、くきの部ぶ分ぶんは、愛あい子こさんちの庭にわのすみで使つかわれなくなっていた、植うえ木きにそえる細ほそい棒ぼうに、緑みどり色いろのフローラルテープ（引ひっぱってまくだけでくっつくテープ）をまきつけて作つくってある。

　リサちゃんとなっちゃんは、人ひとの顔かおよりも大おおきな花はなに目めをかがやかせ、少すこしはなれたテーブルから身みを乗のり出だしている。

　まずは花はなびら作づくり。早さ紀きちゃんがたくさん持もってきてくれたクレープ紙しを、〝大だい〟〝中ちゅう〟〝小しょう〟と三種しゅ類るいの大おおきさに、それぞれ、四枚まいか、五枚まいずつに切きりわける。

　ひとつのバラの花はなを作つくるのに必ひつ要ような枚まい数すうがそろったら、今こん度どは早さ紀きちゃんが作つくってくれた花はなびらの型かた紙がみを、切きりわけたクレープ紙しの一枚まいの上うえにのせ、型かた紙がみのフチを鉛えん筆ぴつでなぞる。

　その紙かみを、今こん度どは同おなじ大おおきさのクレープ紙しを何なん枚まいかかさねたいちばん上うえにのせ、鉛えん筆ぴつの線せんをなぞってハサミでまとめて切きる。

　となりで作さ業ぎょうをしていたリサちゃんがふいに、あたしのうでを引ひっぱった。

「ハナビちゃん、できた。」

「わっ。リサちゃん、すごい早はやい！　見みせて、見みせて。」

　リサちゃんが切きり終おわった花はなびらは、切きっているとちゅうで紙かみがずれ、少すこしずつ大おおきさがちがっている。

「リサの花はなびら、サイズばらばら～。」

　すかさず、テーブルの向むかいで作さ業ぎょうしていたなっちゃんが、ダメ出だしをした。

「あ、でも、これくらいなら、ぜんぜんだいじょうぶだよ。」

　悲かなしそうな表ひょう情じょうのリサちゃんに向むかって、あたしは言いう。実じっ際さい、このくらいのズレなら、気きにする必ひつ要ようはない。

「それに、花はなびらになってるだけマシよ。あれを見みてよ。」

　ティナちゃんがあいだにわりこむように言いった。

　なっちゃんのとなりで作さ業ぎょうしているリョウマ君くんや小しょう学がく生せいの男おとこの子こたちは、花はなびら作づくりをさっさと終おわらせ、あまった大おおきな紙かみで、紙かみ飛ひ行こう機きを折おって遊あそびだした。

「男だん子しはほっといて、次つぎ、いっちゃおう！」

　あたしはリサちゃんに言いって、切きった花はなびらを立りっ体たい的てきにする作さ業ぎょうに入はいった。

　花はなびらの根ねもとのほうに、三、四センチの切きりこみを縦たてに一本ぽん入いれる。切きったところを、かさねてのりでとめると、花はなびらが立りっ体たい的てきになる。

　次つぎは、花はなびらの先せん端たんの部ぶ分ぶんを丸まるめて、〝クセ〟を作つくる作さ業ぎょう。ここで用よう意いしたのは、スティックのりだ。

　フタをしたままのスティックのりに花はなびらの先せん端たんを二、三回かいまきつけて、手てをはなすと、花はなびらがゆるくカーブして、よりいっそう、花はなびららしくなる。

　作さ業ぎょうをしているリサちゃんのそばで、男おとこの子こが、飛とんできた紙かみ飛ひ行こう機きをとろうとして、リサちゃんの背せ中なかにドンッとぶつかった。

　一いっ瞬しゅん、手て元もとがぶれたリサちゃんは、こまった顔かおを見みせたものの、なにも言いわずに、そのまま作さ業ぎょうを続つづける。

　すると、またすぐ男おとこの子こがぶつかった。あたしが注ちゅう意いしようとした矢や先さき、

「リサになんどもぶつかってる！」

　そう声こえをあげたのはなっちゃんだった。男おとこの子こはリサちゃんにあやまると、おとなしくいすにすわり、花はなびらをまきはじめる。

　リサちゃんがなっちゃんに笑わらいかけたけど、なっちゃんは知しらん顔かおして、作さ業ぎょうを続つづけた。

　花はなびらができあがってきたので、今こん度どはくき作づくりだ。使つかっていない植うえ木き用ようの細ほそい棒ぼうに、緑みどり色いろのフローラルテープをまきつけ、花はなのくきを作つくる。

　そのくきの先さきに、花はなびらを切きったときにあまった紙かみを丸まるめてくっつけ、マッチ棒ぼうのような状じょう態たいにする。この先せん端たんのふくらみが、花はなびらをつけていくための花はなの中ちゅう心しんになる。

　一枚まい一枚まい、小ちいさい花はなびらから順じゅんにのりではりつけていくと、だんだんとバラっぽくなってくる。そして、夕ゆう方がた五時じをすぎたころ、

「みんなおつかれさまでした～。すご～い。よくがんばったね～。これから、土ど台だいを作つくったり、葉はっぱをつけたりするから、来こられるときに、また来きてね。」

　早さ紀きちゃんがみんなに話はなしかけた。

　テーブルの上うえには形かたちはいびつながら、色いろとりどりのキレイな花はなが九輪りんならんでいる。

　そして、なかでもひときわ目め立だつキレイな赤あかいバラに目めがとまった。それは、ヤヤコが作つくったものだった。
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　その日ひの夜よる。ふとんに入はいったあたしは、この前まえ、ヤマト君くんに送おくったメッセージをなんども、なんども読よみなおした。

　既き読どくだけついたメッセージ。どうして返へん信しんがないんだろう……？

「また、チェックしてるの？」

　ティナちゃんがふとんに入はいりながらあきれた声こえで言いう。

「だって……。あたし、へんなこと言いっちゃったかなと思おもって。」

　ティナちゃんに、この前まえヤマト君くんに送おくったＬＩＮＥラインのメッセージを見みせる。

「きのうも見みました。ぜんぜん、ふつうだし。逆ぎゃくにふつうすぎてつまんないくらい。なんで返へん信しんしないのかしら？」

「だ、だよね……。」

「それより、今こん度どの『夜よるカフェ』のメニュー、オムライスにしない？」

「え？　今こん度どのメニュー？　オムライス……？」

　オムライスの場ば合あい、上うえにのせる卵たまごが大たい変へんそうだなあ……。

「かんたんにできて、おいしくて、子こどもたちにも人にん気き！」

　たしかに、おいしい。ヤマト君くんからもらったレシピでやれば、ぜったいおいしい……。

「ああ！　オムライス！」

　あたしはあることを思おもいついて、思おもわず大おおきな声こえが出でる。

「反はん応のう、おそいわよっ。」

「そうだね！　オムライスにしよう！」

「きまりね！　明日あした、早さ紀きちゃんに言いおう！　じゃ、寝ねるわよ！」

　ティナちゃんは、いきおいよくひもを引ひっぱって電でん気きを消けした。

「うん！　おやすみ！」

　あたしの中なかで、ある計けい画かくが生うまれ、その日ひの夜よるはなかなかねむれなかった。




　それからも毎まい日にち、来こられる子こたちだけ集あつまって、ジャイアントフラワー作づくりが続つづいた。だんだん作さ業ぎょうになれてきたリサちゃんとなっちゃんは、バラ以い外がいに、ぼたんの花はなやポピーにも挑ちょう戦せんし、いろんな種しゅ類るいの花はながしあがっていった。

　男おとこの子こグループは、折おり紙がみでてんとう虫むしやチョウチョを作つくった。それを花はなにくっつけると、ものすごくかわいい。

　できあがった花はなたちで、カフェの中なかは日ひましに華はなやかになっていく。

　夏なつ休やすみもあとわずかとなり、とうとう夏なつ休やすみ最さい後ごの『夜よるカフェ』がやってきた。

　きょう、あたしはオムライスのしあげの卵たまご係がかりに、みずから手てを上あげた。それはけっして得とく意いだからではなく、ひそかな目もく標ひょうへ向むけた計けい画かくのためだ。

　いつか、ヤマト君くんが日に本ほんに帰かえってきたとき、めっちゃくちゃおいしいオムライスを作つくって食たべさせたい。そのために、今いまのうちから練れん習しゅうしておかなくちゃ。

　上うえにのせる卵たまごはトロットロの焼やきかげんで、スプーンにのせたらプルッとゆれる。それを食たべたヤマト君くんに、「上じょう達たつしたな。」って、ふっと笑わらってもらうんだ！

「あ～。しまった。」

　最さい初しょに焼やいたリサちゃん用ようの卵たまごが、チキンライスにのせたとたん、くずれてしまった。

「おまえ、自じ信しん満まん々まんに手てを上あげといて、これかよ。」

　となりでチキンライスとサラダを盛もりつけているリョウマ君くんが、あきれた声こえで言いう。

「うっ……ごめん……、リサちゃん。」

「これでもうまくなったんだよね～。オムライスはハナビちゃんにとって特とく別べつだもんね。」

　早さ紀きちゃんがとなりのコンロでチキンライスを作つくりながら言いった。

「ほんと、ハナビはオムライスが好すきなんだな。」

　リョウマ君くんがしみじみ言いう。

「そう、そうだよ。『オム・ライ・スー』だよ！　いつかはちゃんと焼やける！」

　あたしは、この前まえ、バッティングセンターで最さい後ごの最さい後ごに打うてたことを思おもい出だし、「オム・ライ・スー。」と、かけ声ごえをかけながら次つぎの卵たまごをわった。

　すぐにうまくはなれないけれど、油あぶらの量りょう、火ひかげん、タイミングをひとつひとつちゃんと考かんがえながら焼やいてるうちに、少すこしずつ、コツがわかってきた。

「よしっ！　いい感かんじ。」

「おお。いいじゃん。うまくなった、うまくなった。なんだか、最さい初しょに来きてくれたリサには申もうし訳わけないくらいの差さだな。」

　食しょっ器きを洗あらっているリョウマ君くんがニヤッと笑わらう。なにも言いいかえせない……。

「でも、おいしいよ！」

　カウンター席せきにいるリサちゃんが言いう。

「ありがとう、リサちゃん。」

「ハナビちゃん、すごい集しゅう中ちゅう力りょくだったね～。おつかれさまあ。」

　となりでチキンライスを作つくっていた早さ紀きちゃんが、最さい後ごの材ざい料りょうをフライパンに入いれた。

　気きがつくと、六時じ半はんをすぎていた。食たべ終おわった子こたちが、おしゃべりしたり、ゲームをはじめたり、カフェの中なかは大おおにぎわいだ。すると──。

「オムライスひとつ。」

　ふいに、よびかけられた。

「あっ、これは……。」

　あれ……？　えっ……？

　声こえのほうに顔かおを向むけると、あたしの頭あたまは真まっ白しろになった。

「ヤマト君くん……。」

　声こえに出だしたとたん、胸むねが熱あつくなる。

　カウンター席せきに、ヤマト君くんがすわっている。

「ひさしぶり。」

　ヤマト君くんは、照てれくさそうに、ふっと笑わらった。
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　その横よこでティナちゃんが満まん面めんの笑えみで立たっている。同おなじカウンター席せきにすわっていたリサちゃんは手てで口くちをおおって、あたしの反はん応のうをうれしそうに見みている。

　あたしはしばらく、めずらしいものでも見みるように、かたまったままヤマト君くんを見みていた。

　目めの前まえに、ヤマト君くんがいるなんて、そんなの、うそだ、うそっ……。だって、だって、ヤマト君くんはアメリカで、もうすぐ学がっ校こうもはじまるし、今いまはいそがしいって、そう思おもってたのに。

　ティナちゃんが一いっ気きに話はなしだす。

「ドアが開あいたから見みたら、ヤマト君くんが立たってて、おどろいて、声こえも出でなくて。ハナビは気きづいてないし、このさいだから、ビックリさせようと思おもって、だまったまま、ここにすわってもらったの！　っていうか、なんで日に本ほんに!?」

「連れん絡らくせずごめん。親しん戚せきの法ほう事じで、おやじが日に本ほんに行いくっていうから、むりやりたのんで、おれもいっしょに帰かえってきたんだ。愛あい子こさんのことが心しん配ぱいで……。」

　ひさしぶりに聞きく声こえ、ふっと笑わらったときの笑え顔がお……。ああ、ヤマト君くんだ……。ほんとにヤマト君くん……。

「ハナビ、おどろきすぎて、かたまってる！」

　ティナちゃんの笑わらい声ごえが聞きこえた。

「だって……。」

　言いいかけると、涙なみだが出でそうになる。もうっ、バカなんだから、あたし！

「愛あい子こさんもおどろいてたよ。」

　ヤマト君くんが言いった。

「え!?　もう愛あい子こさんに会あったの？」

　早さ紀きちゃんが聞きく。

「先さきに病びょう院いんによって来きたんだ。とりあえず元げん気きそうだった……。それにしても、すごいな。」

　ヤマト君くんが感かん心しんしたように、にぎやかなカフェの中なかを見みまわす。

「にぎやかでしょ～。ヤマト君くんがいたころは人にん数ずうも少すくなかったもんね。『夜よるカフェス』やってから、来きてくれる子こたちが増ふえたんだよ。それから、手て伝つだってくれるスタッフも増ふえてね、えっとハナビたちの同どう級きゅう生せいのヤヤコちゃん！」

　早さ紀きちゃんがヤヤコを手て招まねきすると、なっちゃんたちと話はなしながらも、こちらを見みていたヤヤコが、カウンター席せきまでやってきた。

「それから、リョウマ君くん！　リョウマ君くんがね、『夜よるカフェス』のときにギターひいてくれて、大おおもり上あがりだったの。こちらは、ヤマト君くん。『夜よるカフェ』の創そう立りつメンバーで～す。」

　早さ紀きちゃんに紹しょう介かいされ、

「大おおげさだよ。」

と、ヤマト君くんは気きはずかしそうに言いう。

「ども、ひさしぶりっす。」

　リョウマ君くんはサラッとあいさつをした。

「どうも。」

　ヤマト君くんもぺこっと頭あたまを下さげる。いつもは明あかるく、ひとことふたことよけいなことを言いってしまうリョウマ君くんだけど、そのままだまって、食しょっ器きを洗あらいはじめた。じっと様よう子すを見みていたヤヤコは、

「小こ林ばやし也や哉や子こです。」

と、頭あたまを下さげてあいさつをすると、最さい後ごにあたしの顔かおをチラッと見みた。なにかをさぐるようなその視し線せんに、あたしはドキッとした。

「リサちゃんも、ひさしぶり。元げん気きそうだね。」

　カウンターでじっとヤマト君くんを見みているリサちゃんに、ヤマト君くんが声こえをかける。

　いつもすわっていた席せきに、今いま、ひさしぶりにヤマト君くんがいる。リサちゃんと話はなしている姿すがたも、あのころと同おなじだ。

「上じょう達たつした？　オムライス。」

　ふいに、ヤマト君くんがあたしに話はなしかけた。

「あっ、えっと。あの……す、少すこしっ。」

「じゃ、作つくってくれよ。」

「あの、でも、まだまだ……かな。」

「な～に弱よわ気きになってんの。だいじょうぶ！　自じ信しんもって。」

　早さ紀きちゃんがあたしの背せ中なかをポンとたたいた。

「う、うん……。」

　あたしは思おもいっきり深しん呼こ吸きゅうをすると、卵たまごをわってボウルに入いれた。

　ヤマト君くんが見みている前まえで作つくるのは、めちゃくちゃ緊きん張ちょうする。だけど、きょう、なんども作つくったからだいじょうぶ、だいじょうぶ。そう言いい聞きかせながら、必ひっ死しに作つくった。

「お、お待またせしました。」

　ドキドキしながら、ヤマト君くんの前まえにお皿さらを置おいた。

「いただきます。」

　ヤマト君くんは言いうと、オムライスにスプーンをつけた。

　しばらく無む言ごんで食たべつづけるヤマト君くんの反はん応のうがこわくて、今いますぐにでもここからにげ出だしたくなる。ヤマト君くんは、オムライスを見みつめたまま、

「卵たまごが、まだ少すこし固かたいな。」

と、ぽつりと言いった。

「でも、前まえより上じょう達たつしてる。すごいよ、ハナビ。」

　顔かおを上あげて、あたしを見みると、ヤマト君くんはふっと笑わらった。いけない、また涙なみだが出でそうになる。どうして涙なみだが出でるんだろう。うれしいのに。こんなにうれしいのに……。

　ヤマト君くんがここにいる！　ヤマト君くんが帰かえってきた！

「ただいま、ハナビ。」

　あたしの心こころを見みとおしたように、ヤマト君くんが言いった。

「おかえりなさい、ヤマト君くん。」

　そう言いった瞬しゅん間かん、おさえてた涙なみだが、ポロリとこぼれ落おちた。





7　いい子こちゃん







　ヤマト君くんがアメリカへ行いってしまってから、約やく二か月げつ。短みじかいようで長ながかったそのあいだに、いろんなことがあった。

　ヤマト君くんに伝つたえたかったこと、いっしょに見みたかったこと、いっしょにおどろいたり、笑わらいたかったことが、たくさんあった。

　すべては伝つたえきれないけど、あたしは思おもいつくかぎり、夢む中ちゅうで話はなした。

　そのひとつひとつを聞ききながら、ヤマト君くんはうなずいたり、おどろいたり、笑わらったりしていた。

　空くう白はくが少すこしずつうまっていくのを感かんじる。ふと、ここに、愛あい子こさんがいてくれたらなって思おもう。だけど、その愛あい子こさんが入にゅう院いんしたから、今いま、ヤマト君くんはここにいる。皮ひ肉にくだよね。

「あ、ごめんなさい。あたしばっか、しゃべってる。」

　ヤマト君くんのアメリカでのことも、聞ききたいことが山やまほどあったのに。

「いいよ。おれも聞ききたかったから。」

　ヤマト君くんはやさしくほほえむと、コーヒーを飲のみほした。

「ごめん。おれ、きょうは親しん戚せきの家いえに泊とまるから、そろそろ行いかなきゃ。」

「え、あ、そっか。もうこんな時じ間かん。」

　八時じをすぎて、子こどもたちも、親おやがむかえに来きたり、リョウマ君くんがリサちゃんを、早さ紀きちゃんがなっちゃんを送おくったりして、少すこしずつ人にん数ずうがへり、今いまは翔しょう太た君くんだけになっている。

　大おおきなボストンバッグを持もって、ヤマト君くんが立たち上あがった。

「あ、あの。」

　思おもわず、ヤマト君くんをよびとめる。

「あ、明日あしたは……？　いつ、アメリカに行いっちゃうの？」

「明日あしたは愛あい子こさんのお見み舞まいに行いく。アメリカには手しゅ術じゅつの結けっ果かを見み届とどけてから帰かえるよ。」

「そっか。じゃあ、病びょう院いんでまた会あえるんだね。」

　明日あしたも会あえる。うれしい反はん面めん、今いまのヤマト君くんにとって、アメリカが帰かえる場ば所しょなんだと思おもうと、やっぱり少すこしさみしい。

　ヤマト君くんとほぼ同どう時じに、ヤヤコと翔しょう太た君くんがカフェを出でた。

「じゃあ、また明日あした。」

　ヤマト君くんは、軽かるく手てを上あげた。

「うん。また、明日あしたね。」

　答こたえながら、こんなふうに、これからも言いっていられたらって思おもった。いつもいつも〝また明日あした〟って……。

　ヤマト君くんが駅えきのほうに向むかって歩あるきだすと、ヤヤコも自じ転てん車しゃをおしながら歩あるきだす。そうか、ヤヤコんちも駅えきのほうだったんだ……。

　ヤヤコと翔しょう太た君くんとならんで歩あるいていくヤマト君くんを見み送おくる。はなれていくヤマト君くんの背せ中なかを見みていると、ふりむかずに行いってしまった、あの日ひの姿すがたがかさなる。

　遠とおくの角かどを曲まがるとき、ヤマト君くんがふりかえって、手てをふったのが見みえた。

　あたしは思おもいっきり手てをふりかえす。なんだか夢ゆめを見みているみたいだ。

　ヤマト君くんがいる。あたしのそばにいる……。

「ちょっとヤバイね。」

　ティナちゃんの声こえがした。

「なにが？」

「ヤヤコにきまってるでしょ。ヤマト君くんといっしょに帰かえるなんて、ヤバイよ。」

「だけど、きょう、ヤマト君くんとヤヤコは、はじめて会あったんだよ。」

　笑わらいとばそうとしたけど、不ふ安あんの影かげがよぎる。

「ヤヤコがヤマト君くんになにかするって言いいたいの？」

「それがわかんないのが、ヤヤコのこわいところ。」

　ティナちゃんはまゆをひそめて、ヤマト君くんたちがいなくなった通とおりを見みていた。




　次つぎの日ひは、はじめてティナちゃんよりも先さきに起おきた。ヤマト君くんとまた会あえる。そう思おもうと、のんきに寝ねてられない。

　クローゼットを開あけると、あたしは、中なかにかかっている服ふくをながめる。

　なにを着きよう。そういえば、きのうのヤマト君くん、細ほそ身みのスキニージーンズをはいていて、なんだか、前まえよりも大人おとなっぽくなってたなあ……。

「なーに、ひとりでニヤニヤしてんの。」

「え!?」

　ふりかえると、ティナちゃんがふとんの中なかで、こっちを見みながらニヤニヤ笑わらっている。

「どーせ、『ヤマト君くん、大人おとなっぽくなってたなあ。』とか、思おもい出だしてたんでしょ？」

「すっ、するどいっ。」

「毎まい晩ばん、毎まい晩ばん、恋こいの相そう談だんにのってきたわたしには、お見みとおしよ。」

　ティナちゃんは起おき上あがってあたしに近ちかづくと、

「ハナビもきょうは、もう少すこし背せのびして、せめなきゃね！」

　そう言いって、目めを光ひからせた。




　ティナちゃんはあたしに、ブルーのチェックのひざ丈たけのシャツワンピースに、白しろいスニーカーというコーディネートをしてくれた。

　おまけに、軽かるく、メイクもしてくれた。

　めちゃくちゃありがたいけれど、逆ぎゃくにふだんの自じ分ぶんとちがいすぎて、落おち着つかない。

　カフェに来きたリョウマ君くんに、ティナちゃんが声こえをかける。

「ね、きょうのハナビ、ちょっと大人おとなっぽいでしょ？」

　リョウマ君くんはあたしをチラッと見みて、

「えっ、どこが？」

　そう言いって、ニヤッとする。やな感かんじ……。




　ティナちゃんと、愛あい子こさんの病びょう院いんに向むかう。リョウマ君くんは早さ紀きちゃんといっしょに、ジャイアントフラワーの最さい後ごのしあげをしてくれている。

　病びょう室しつの前まえまで来くると、ヤマト君くんと愛あい子こさんの笑わらい声ごえが聞きこえた。

　ノックをしてドアを開あけると、二人ふたりが同どう時じに顔かおを向むけた。

「愛あい子こさん、こんにちは。気き分ぶんはどう？」

　あたしは愛あい子こさんを見みる。

「いつもどおりよ。」

　愛あい子こさんはにっこりして、あたしを見みる。

「ヤマト君くん、こんにちは。」

「ああ。」

　ヤマト君くんは、顔かおをそらしながら言いった。

　え……？　なんだか、きょうは、ふんいきがちがう……。
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「愛あい子こさん、元げん気きそうだから、明日あした手しゅ術じゅつだなんて信しんじられな～い！」

　ティナちゃんがからかうように言いうと、

「わたしだって信しんじられな～い！」

　おどけたように愛あい子こさんが答こたえた。

　そう、愛あい子こさんは明日あした、脳のう腫しゅ瘍ようの手しゅ術じゅつを受うける。むずかしい手しゅ術じゅつになりそうだっていうのに、愛あい子こさんはこんなに明あかるい。それなのに、あたしときたら、ヤマト君くんのことにばかり気きをとられて、よろこんだり、不ふ安あんになったり……。

「そうだ、ハナビ。せっかくみんながこうしてそろったんだから、写しゃ真しん撮とらない？」

　愛あい子こさんがうきうきしたように言いった。

「やだ！」

　とっさに言こと葉ばが飛とび出だした。だって……。

「撮とるんなら、手しゅ術じゅつが終おわって、退たい院いんするときに。」

「もうっ、ハナビったら、よけいなこと考かんがえてるでしょ。今いまじゃないと、ヤマト君くんがアメリカに帰かえっちゃうじゃない。

　それに、わたし、明日あしたの手しゅ術じゅつの前まえに髪かみの毛けをそられちゃうのよ。だから、今いま撮とっておきたいの。それだけよ。」

　愛あい子こさんはそう言いって、愛いとしそうに自じ分ぶんの髪かみを手てですいた。

「いいじゃないの、ハナビ。撮とろうよ。ヤマト君くんも、いいでしょ？」

　ティナちゃんが言いうと、ヤマト君くんは無む表ひょう情じょうのままうなずいた。

「じゃあ、まずはわたしが愛あい子こさん、ヤマト君くん、ハナビの三人にんを撮とりま～す。では、お三人にんさん、近ちかくによって。」

　ティナちゃんは自じ分ぶんの手てにしたスマホをかまえる。愛あい子こさんはベッドにこしかけ、その両りょう側がわにヤマト君くんとあたしがすわった。

「もっとよってぇ！　ヤマト君くん、もっと笑え顔がお！」

　ティナちゃんは言いいながら、なんどもシャッターをおした。

「じゃ、次つぎはあたしが撮とる。」

　今こん度どはあたしのスマホをかまえる。スマホの画が面めんには、ヤマト君くんの仏ぶっ頂ちょう面づらが映うつっている。さっきもこんな感かんじだったのかな？

　あたしはなにも言いわずにシャッターをおした。心こころの中なかで、必ひっ死しに祈いのりながら──。

『神かみ様さま、お願ねがい。これが愛あい子こさんとの最さい後ごの写しゃ真しんになりませんように！』




　明日あした手しゅ術じゅつということもあってか、病びょう院いんには愛あい子こさんの仕し事ごと関かん係けいの人ひとや『三さん丁ちょう目めカフェ』のお客きゃくさんたちがお見み舞まいに来きた。

　夕ゆう方がた近ちかくになり、あたしたちも引ひき上あげることにした。病びょう院いんを出でたところで、ヤマト君くんがとつぜん立たち止どまった。

「おれ、きょうはこれから用よう事じがあるから、これで。」

「えっ!?」

　思おもわず、大おおきな声こえが出でる。

「きょうはこれから、カフェに来きてくれると思おもってたんだけど……。」

「そうよ。なんだか、きょうのヤマト君くん、つれない感かんじ～。」

　ティナちゃんがヤマト君くんの顔かお色いろをうかがう。

「べつに、ふつうだよ。」

「やっぱ、へんよ。ねー、ハナビ。」

「あっ、うん……。」

「じゃ、また。」

　ヤマト君くんは最さい後ごまで暗くらい表ひょう情じょうのまま、あたしたちに背せを向むけると、そのまま横おう断だん歩ほ道どうをわたって、駅えきのほうへ行いってしまった。いちどもふりかえることもなく……。

　帰かえり道みち、ティナちゃんがうでをくんで歩あるきながら、

「へんよ！　ぜったい、へん！」

　うなるように言いう。

「…………」

　あたしは言こと葉ばもない。

「とにかくへんよ。だって、きのうはあんなに笑わらって、よくしゃべってたのに。きょうは、めちゃくちゃよそよそしかった。カメラを向むけても、ぜったい笑わらわなかったし……。」

「うん……。」

「やっぱり、ヤマト君くんといっしょに帰かえったとき、ヤヤコが、なにか言いったのよ。」

　ティナちゃんは鼻はなをふくらませて強つよく断だん言げんする。

「なにかって……。」

　言いいかけたけど、想そう像ぞうもつかない。だって、ヤヤコはヤマト君くんのことは、なにも知しらないはずだもの。




　カフェにもどると、早さ紀きちゃんとリョウマ君くんがジャイアントフラワーの土ど台だいや、つり下さげるワイヤーをつける作さ業ぎょうを終おえたところだった。

「お帰かえり～。あれ？　ヤマト君くんは？」

　早さ紀きちゃんがたずねる。

「きょうは、これから用よう事じがあるみたいで、帰かえっちゃった……。」

「え～、そうなの!?　なんだ～。きょうも晩ばんごはん、いっしょに食たべられるかと思おもったのに。」

　あたしもだよ……。いっしょにまた夕ゆう飯はん食たべられると思おもってたのに……。

　気きがぬけて、あたしはカウンター席せきにすわった。

　毎まい日にち、毎まい日にち、なにかがおこって、うまくいかない……。

　きのうはあんなに幸しあわせ気き分ぶんだったのに……。

　カウンターにひじをつき、窓まどの外そとに見みえる景け色しきをながめていると、外そとの駐ちゅう輪りん場じょうにだれかがやってきたのが見みえた。ヤヤコと翔しょう太た君くんだ。胸むねのおくがざわつきだす。

　ティナちゃんがその音おとに気きづき、同おなじように窓まどの外そとを見みる。あたしに目めくばせすると、ティナちゃんはカフェの外そとへ出でた。

　あたしもティナちゃんのあとを追おって、カフェの外そとへ出でる。

「ちょっと、話はなしがあるんだけど。」

　ティナちゃんは駐ちゅう輪りん場じょうに近ちかづき、カフェへ向むかうヤヤコの前まえに立たちふさがった。

「なに？」

　ヤヤコが目めを細ほそめる。

「すっとぼけんじゃないわよ。きのうの帰かえりの話はなしよ。」

　ヤヤコのとなりで翔しょう太た君くんは、いつもとちがうティナちゃんやあたしのふんいきにおどろいた顔かおをする。

「翔しょう太た君くん、中なかに早さ紀きちゃんやリョウマ君くんがいるから、ジャイアントフラワー、いっしょに作つくってて。」

　あたしが、言いうと、翔しょう太た君くんは不ふ安あんそうな顔かおであたしたちの顔かおを見みて、もういちどヤヤコの顔かお色いろをうかがう。

「先さき、行いってな。」

　ヤヤコに言いわれ、翔しょう太た君くんは中なかへ入はいっていった。

「で、なに？」

　ヤヤコはどこかよゆうのある顔かおで言いう。

「あんた、ヤマト君くんになに言いったのよ？」

　ティナちゃんはすぐに核かく心しんにせまった。

「は？　なにって、べつに。なにも。」

「うそ。」

「うそついて、どうすんのよ。ねえ、じゃあ、聞きくけど、どうして、そこまでわたしがなにを話はなしたか気きになるわけ？　ヤマト君くんがどうかしたの？」

　ヤヤコは開ひらきなおったように聞ききかえす。

「しらばっくれんじゃないわよっ。あんたが、ヤマト君くんになにかふきこんだんでしょ？」

　ティナちゃんは声こえをあららげて、ヤヤコにつめよった。

「ティナちゃん、もう、いいよ。あたしはだいじょうぶだから。」

　思おもわず、あたしは声こえをあげた。

「それに、明日あしたは愛あい子こさんの手しゅ術じゅつだし、今いまはそれどころじゃないよ。」

　ティナちゃんに言いいながら、これはあたし自じ身しんにも言いっている。

「はいはい、出でたよ。きれいごと。」

　ヤヤコが鼻はなで笑わらった。

「は？」

　ティナちゃんがヤヤコにつっかかるけれど、ヤヤコはそれを無む視しして、あたしをにらみつける。

「あんたって、ほんと、得とく意いだねえ。そのいい子こちゃんづら。ねえ、めちゃくちゃ気きになってんでしょ？　ほんとは、あんただって、あたしに言いいたいことあんでしょ!?」

　ヤヤコは言いいながら、どんどんあたしにせまってくる。

「…………」

「だまってないで、なにか言いえよ。ほんとはムカついてんでしょ？　これでも、『あたしはだいじょうぶだから。』って、言いうの？」

「ちょっと！　いいかげんにしなさいよ！」

　ティナちゃんがヤヤコの肩かたをつかむが、ヤヤコはそれをふりはらい、あたしから目めをはなさない。

「わたしはねえ、あんたが、トロいからいじめてたんじゃない。あんたのそういう、いい子こぶってきれいごと言いってるところが、大だいっきらいなんだよ！」

　ヤヤコに言いわれ、あたしはショックで言こと葉ばが出でない。

「だからって、人ひとをいじめていいわけ!?　なに、自じ分ぶんを正せい当とう化かして、ハナビのせいにしてんのよ！」

　目めをつり上あげたティナちゃんがヤヤコにせまる。

「ほらね。すぐにこうやって、だれかが、守まもってくれる。あまえさせてくれる人ひとがたくさんいて、いいわねえ。」

　ヤヤコはあきれた顔かおであたしを見みた。

「なのに、学がっ校こうでは、自じ分ぶんひとりだけ、のけ者ものになって、かわいそうって、被ひ害がい者しゃづらしちゃって。あまえてんじゃないわよ！　ひとりじゃなにもできないくせに。

　あんたのそのいい子こちゃんづら見みてると、むちゃくちゃへこましたくなるんだよ！」

　ヤヤコから投なげつけられるひとことひとことが、胸むねにするどくつきささる。それが痛いたくて、くやしくて……。
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　あたしの中なかに、熱あついものがこみ上あげてくる。すると、思おもわずあたしの口くちから言こと葉ばがこぼれ出でた。

「ひとりじゃなにもできないのは、あなたも同おなじでしょ。」

「は？」

「あなたも、あたしをいじめるときは、ひとりじゃないよね!?　吉よし本もとさんとか、まわりにいっぱいいるよね!?」

「なにが言いいたいのよ。」

「クラスの子こたちもまきこんで、ぜったい、ひとりじゃやらない！　それって……、それって、卑ひ怯きょうだよ！」

　心しん臓ぞうがバクバクしているのを感かんじる。だけど、これは、ヤヤコがこわいからじゃない。はじめてヤヤコに思おもっていることを言いえたからだ。

　ヤヤコはくちびるをかみしめ、あたしをにらむ。

「卑ひ怯きょう者ものでけっこう。」

　ヤヤコは低ひくい声こえでつぶやくと、カフェの中なかに入はいろうと、あたしの肩かたに、肩かたをぶつけて、とおりすぎた。

「ちょっと待まって！」

　思おもわず、あたしはヤヤコのうでをつかんだ。

「はなしてっ。」

「いや！　だって、なにも解かい決けつしてない。このままいっしょにジャイアントフラワーなんて、作つくれるわけないっ。」

　あたしは必ひっ死しにうでを引ひいた。

「そういうのが、ウザいんだよっ！」

　ヤヤコが思おもいっきり、あたしのうでをふりはらう。その衝しょう撃げきで、あたしは後うしろによろめくと、バランスをくずして、たおれこんだ。

「ハナビっ！」

　ティナちゃんが声こえをあげた。

「姉ねえちゃん！　姉ねえちゃん、もうやめて。」

　カフェの中なかにいたはずの翔しょう太た君くんが、ヤヤコの前まえに飛とび出だしてくる。

「姉ねえちゃん！　お母かあさんと同おなじじゃん。同おなじことしてるよ。姉ねえちゃん、いつもそれで泣ないてるじゃないか。」

　翔しょう太た君くんの声こえが涙なみだ声ごえになる。お母かあさんと、同おなじこと……？

　ティナちゃんに起おこしてもらいながら、あたしはヤヤコから視し線せんがはなせない。ヤヤコはあたしの視し線せんに気きづいて、顔かおをそむけた。

　あたしも、ティナちゃんも言こと葉ばが出でずにだまっていると、

「バカにしないでっ。」

　ヤヤコははきすてるようにつぶやき、自じ転てん車しゃに乗のって、そのまま行いってしまった。

　翔しょう太た君くんもあとを追おうように自じ転てん車しゃにまたがる。

　よびとめようとしたけれど、翔しょう太た君くんはなにも言いわないまま、ヤヤコを追おってそのまま走はしりだした。

　その姿すがたを見み送おくりながら、

「ヤヤコも、親おやといろいろあるんだね。」

　ティナちゃんが言いった。

　あたしの心こころの中なかで、なにかがグルグルと動うごいているけど、それがなにかはわからない。だけど、しんどくなるくらい心こころが重おもい。

「あたし……、愛あい子こさんに会あいに行いってくる……。」

「えっ、今いまから？」

　ティナちゃんがたずねる。

「どうしても会あいたいの。」

　あたしは言いうと、走はしりだした。

　愛あい子こさんに話はなしたい。愛あい子こさんに聞きいてもらいたい。今いまの気き持もちを。愛あい子こさんはなんて言いうだろう。愛あい子こさんの声こえを聞ききたい。

　バスにも乗のらず、走はしりつづけて、あせだくになって病びょう院いんについた。

　愛あい子こさんの病びょう室しつに行いくと、かすかにドアが開あいている。そのまま中なかに入はいろうとすると、すすり泣なきのような声こえが聞きこえてきた。

　そっと中なかをのぞくと、ベッドに横よこになっている愛あい子こさんの肩かたがふるえている。その肩かたの向むこうから、愛あい子こさんのおしころした低ひくい泣なき声ごえが聞きこえてくる。

　愛あい子こさんが泣ないてる……！

　いつもかがやいてて、いつも明あかるくて、いつもやさしくて。

　なにを言いっても受うけ止とめてくれて、なにを聞きいても答こたえてくれて。

　強つよくて、大おおらかで、よりかかってもたおれない大おおきくて太ふとい木きのような。

　そんな愛あい子こさんが、ひとりで泣ないている。

　見みてはいけないものを見みてしまった気きがして、思おもわずその場ばをはなれる。

　胸むねが破は裂れつしそうなくらいバクバクしている。すすり泣ないてる愛あい子こさんの背せ中なかが、やけに小ちいさく見みえた。

　病びょう院いんを出でると、ふいに涙なみだがあふれてきた。

　愛あい子こさんはきっと、むずかしいと言いわれた手しゅ術じゅつを前まえに、不ふ安あんと闘たたかっているんだ。ひとりぼっちで……。

　そんなの、あたりまえだよね。だれだって、こわいよね。それなのに、あたしは愛あい子こさんにあまえるばかり、よりかかってばかり。

　こんなときでさえ、自じ分ぶんの心こころのモヤモヤを愛あい子こさんに晴はらしてもらおうとしたんだ……。

　ヤヤコが言いったとおりだ。

『あまえてんじゃないわよ！　ひとりじゃなにもできないくせに。』




　そうなんだ……。ほんとうには強つよくなくっても、ときにはひとりで泣ないても、いつもだれかのことを思おもってる。そのだれかをたいせつにしようとする。──それが愛あい子こさん。

　だから、かがやいて見みえるんだ。あたしも、そんなふうになれたら……。

　空そらをあおいだ。夏なつの終おわりの夜よるの空そらは、どんよりしていて星ほしがあまりよく見みえない。それでも、今いまのあたしには、またたく星ほしがまぶしく感かんじられた。





8　神かみ様さま、お願ねがい







　八月がつ最さい後ごの金きん曜よう日び、愛あい子こさんの手しゅ術じゅつ当とう日じつ。朝あさからはげしく鳴なくセミの大だい合がっ唱しょうを聞ききながら、あたしは病びょう院いんへ向むかって走はしっていた。

　ふだんは占うらないなんて信しんじないけれど、今け朝さのワイドショーで流ながれていた、あたしの星せい座ざ、魚うお座ざのきょうのラッキーアイテムだった水みず色いろのペンを、こっそりバッグにしのばせた。

　十時じからの手しゅ術じゅつに向むけて、八時じすぎに病びょう室しつに入はいると、すでにママとパパも到とう着ちゃくしていた。

「愛あい子こさん、おはよう。気き分ぶんはどう？」

　いつものように、愛あい子こさんに声こえをかけると、

「おはよう、ハナビ。いつもどおりよ。」

　愛あい子こさんは、にっこり笑わらって答こたえる。きのう、病びょう室しつで声こえをおしころして泣ないていたことなんて、みじんも感かんじさせない明あかるさで。

　どうしたら、こんな笑え顔がおになれるんだろう？　今いまのあたしには、わからないよ。

「ハナビ？　どうかした？」

　いつまでも愛あい子こさんを見みつめているあたしに、心しん配ぱいそうに愛あい子こさんがたずねる。

「ううん、なんでもない。あ、ティナちゃんたちは九時じすぎに来くるよ。ヤマト君くんは……、たぶん、同おなじころだと思おもう。」

　ティナちゃんや早さ紀きちゃん、リョウマ君くんたちは、愛あい子こさんに見みつからないように、あとからこっそり、ジャイアントフラワーを持もってくることになっている。

　ヤマト君くんには、ゆうべＬＩＮＥラインしてみたけど、返へん事じは来こなかった。

「なんだか、親しん族ぞくがそろうのってひさしぶりね。」

　ふと、愛あい子こさんが言いった。

「どうせなら、もっと楽たのしいことで、集あつまりたいわよ。」

　ママはすかさず言いう。パパもうなずき、

「そうだ！　愛あい子こちゃんが退たい院いんしたら、みんなでお祝いわいパーティーを盛せい大だいにやろう！」

　大おおげさなくらい力ちからをこめて言いう。

「ありがとう！」

　愛あい子こさんは笑え顔がおで答こたえたけど、その目めはどこか遠とおくを見みているようで、胸むねが苦くるしくなる。

　看かん護ご師しさんが入はいってきて、愛あい子こさんが手しゅ術じゅつ着ぎに着きがえると、手しゅ術じゅつがよりリアルなものに感かんじられた。

「愛あい子こさん！」

　病びょう室しつのドアがいきおいよく開あいて、ティナちゃんと早さ紀きちゃんが入はいってきた。その後うしろにヤマト君くんもいる。

「よかったあ。間まに合あったあ。もう、きょうにかぎって、早さ紀きちゃんがお財さい布ふをわすれるわ、わたしのサンダルがこわれるわ、リョウマ君くんの自じ転てん車しゃのチェーンが外はずれるわ、もう大たい変へん。」

　ティナちゃんは片かた足あしだけビニール袋ぶくろをはいた状じょう態たいで、早さ紀きちゃんと二人ふたり、すごいあせをかいている。まだ息いきも荒あらい。

「ヤマト君くんとは病びょう院いんの入いり口ぐちのところで会あったの。ね。」

　ティナちゃんが声こえをかけると、ヤマト君くんがうなずく。

「みんな、朝あさ早はやくから、ありがとねえ。それにしても、だいじょうぶ？　なにか飲のむ？　麦むぎ茶ちゃ、あるわよ。」

　あせをふきながら、ゼエゼエ息いきをしているティナちゃんや早さ紀きちゃんを心しん配ぱいして、愛あい子こさんが声こえをかける。

「これから自じ分ぶんの手しゅ術じゅつだっていうのに。」

　ママは少すこしあきれたように言いい、愛あい子こさんにかわって、みんなに麦むぎ茶ちゃを入いれた。

「ちわーっす。」

　少すこしおくれてリョウマ君くんが病びょう室しつに入はいってくると、病びょう室しつの中なかは人ひとであふれた。

「愛あい子こさん、リサちゃんから、伝でん言ごんです！　『愛あい子こさん、元げん気きになって、ぜったい、もどってきてね。』って。それから、なっちゃんから──。」

　ティナちゃんが愛あい子こさんに、ここには来こられない子こどもたちからのメッセージを読よみ上あげている最さい中ちゅう、リョウマ君くんがあたしに小こ声ごえで話はなしかけた。

「とちゅうで、ジャイアントフラワーを入いれてた袋ふくろがやぶれたんだ。それでおそくなった。」

「うそ!?　だいじょうぶだった？」

　あたしも小ちいさな声こえで答こたえる。

「なんとか運はこんで、ろうかのすみに置おかせてもらってる。」

「ありがとう～。」

　ふいに、視し線せんを感かんじ、見みると、ヤマト君くんがあたしたちのことを見みていた。あたしと目めが合あうと、ヤマト君くんはとっさに視し線せんを落おとしたけど、もういちどあたしを見みた。

　うれしくて、ちょっとはずかしくて、視し線せんが泳およいでしまう。ヤマト君くんは今いま、なにを考かんがえてるの……？　なにを思おもってるの……？

「ヤマト君くんも、きょうは愛あい子こさんが目め覚ざめるまでいてくれるんだよね？」

　早さ紀きちゃんがヤマト君くんに話はなしかける。

「そうです。」

　ヤマト君くんはサッと、あたしから目めをそらすと、早さ紀きちゃんに目めを向むける。

　このままじゃ、ダメ……。ちゃんとヤマト君くんと話はなしたい。思おもいをちゃんと伝つたえたい。手しゅ術じゅつが無ぶ事じに終おわったら、ヤマト君くんと話はなそう。あたしは、心こころの中なかで覚かく悟ごをきめた。

　十時じ十分ぷん前まえになったとき、病びょう室しつのドアがガラッと開あいた。

「宮みや沢ざわさん、そろそろお時じ間かんですよ。」

　ストレッチャーをおして、二人ふたりの看かん護ご師しさんが病びょう室しつに入はいってくる。

　愛あい子こさんはいちど目めをとじ、深ふかく息いきをはくと、

「は～い。」

　明あかるく答こたえた。

　ストレッチャーに移い動どうした愛あい子こさんは、「横よこになると、いかにも病びょう人にんくさいからいや。」と言いって、ストレッチャーの上うえにすわった状じょう態たいで移い動どうした。

　一いっ見けん、これから大だい手しゅ術じゅつを受うける患かん者じゃさんとは思おもえない姿すがただ。だけど、じつはすごく不ふ安あんで、それを一いっ生しょう懸けん命めいはらいのけようとしているのがわかる。

　手しゅ術じゅつ室しつの前まえまで来くると、くもりガラスの自じ動どうドアの前まえで、看かん護ご師しさんがストレッチャーを止とめた。この先さきは、あたしたちは入はいれない。

「愛あい子こさん！」

　とつぜん、ヤマト君くんが愛あい子こさんにかけよった。

「おれ、愛あい子こさんのところに行いってなかったら、アメリカなんて行いけなかった。一いっ生しょう、おやじのこともゆるせなかったかもしれない。今いまのおれがあるのは、愛あい子こさんのおかげなんだ。だから……。」

　ヤマト君くんの声こえはふるえてたけど、必ひっ死しに笑えみをつくってる。

「がんばってくるわ！」

　愛あい子こさんは、ヤマト君くんの顔かおを見みながら、やさしくほほえむ。

「必かならず……、必かならず……。」

　ヤマト君くんは言こと葉ばをつまらせながら、力ちから強づよく言いった。

「うん。必かならず。」

　愛あい子こさんはヤマト君くんの言こと葉ばをかみしめるように、自じ分ぶんの胸むねに右みぎ手てをあててうなずいた。

「じゃ、行いってきます！」

　愛あい子こさんが明あかるくみんなに言いうと、看かん護ご師しさんがストレッチャーをおしはじめた。

　あ……、待まって……、待まって！

　あたしは無む意い識しきに、ストレッチャーを追おった。

「あ、愛あい子こさん！」

　よびとめられて、愛あい子こさんがふりむくと、ストレッチャーが止とまる。

「あの……、えっと。」

　愛あい子こさんは待まってくれるように、あたしを見みつめる。だけど、いざとなると、今いまの思おもいを伝つたえる言こと葉ばが出でてこない。
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　次つぎの瞬しゅん間かん、あたしは愛あい子こさんの肩かたをだきしめた。

　見みた目めよりも、ずっとずっとほっそりした背せ中なかにおどろく。

　愛あい子こさん、いつもありがとう。大だい好すきだよ。これからも、ずっとずっといっしょにいたいよ……。

　あふれてくる思おもいをこめて、あたしは思おもいっきりだきしめた。

　体たい温おんや息いきづかいを感かんじる。愛あい子こさんも、あたしの背せ中なかに手てをまわした。なにも言いわなかったけど、愛あい子こさんの気き持もちを感かんじた。

「心こころだけはいっしょにいるから。ひとりじゃないから。だからっ、だいじょうぶだから！」

　ぜったい泣なかないって思おもっていたのに、涙なみだがこぼれる。声こえにも涙なみだがにじむ。

「ありがとう、ハナビ。」

　愛あい子こさんはそう言いって、最さい後ごにもういちどギュッとあたしをだきしめる。それから、ゆっくり体からだをはなすと、

「行いってくるね。」

と言いって、ほほえんだ。あたしはいそいで涙なみだをぬぐうと、

「行いってらっしゃい。」

　思おもいっきりの笑え顔がおで答こたえる。

　愛あい子こさんはあたしたちに背せを向むけると、ふりむくことなく手しゅ術じゅつ室しつへ入はいっていった。

　手しゅ術じゅつ室しつのドアがしまると、〝手しゅ術じゅつ中ちゅう〟と書かかれた、赤あかいランプが点てん灯とうし、愛あい子こさんの手しゅ術じゅつははじまった。




　手しゅ術じゅつは七、八時じ間かんくらいかかる予よ定ていと言いわれていたので、パパは仕し事ごとにでかけた。わかれぎわ、パパはあたしを見みると、

「ハナビがいないと、やっぱりさみしいよ。そろそろ、帰かえってきてくれないかな？」

「あ……、うん。でも……。」

「ま、すぐにとは言いわないよ。」

「うん……。」

　パパはそう言いって、病びょう院いんを出でた。その背せ中なかは少すこしさみしそうだった。

　パパを見み送おくったあと、ジャイアントフラワーのかざりつけをはじめた。

　手しゅ術じゅつ中ちゅうは緊きん急きゅう時じにそなえて、だれかが必かならず待たい機き室しつにいてくださいと看かん護ご師しさんに言いわれていたので、ママとヤマト君くんが残のこることになった。

　あたしたちは、かくしておいたジャイアントフラワーを愛あい子こさんの病びょう室しつに運はこびこんだ。

　看かん護ご師しさんたちには、あらかじめ早さ紀きちゃんが話はなして、許きょ可かをもらっておいた。

　どこに置おいたら、治ち療りょうのじゃまにならないかも聞きいておいてくれた早さ紀きちゃんの指し示じにしたがって、お花はなを配はい置ちしていく。

　手しゅ術じゅつが終おわって、病びょう室しつへもどってきた愛あい子こさんが目めを開あけたとき、ビックリさせたい。そして、よろこばせたい。その一いっ心しんで準じゅん備びをすすめていく。

「わ～。このバラ、キレイ。だれが作つくったんだっけ？」

　早さ紀きちゃんが真まっ赤かなバラの花はなを、窓まどぎわにかざりながら言いった。

　一枚まい一枚まいキレイにめくられた花はなびらが、本ほん物もののバラのようにバランスよくはりつけてある。そのバラは、見みればすぐにわかった。

「ヤヤコのだよ。」

　あたしは小ちいさな声こえで言いった。

「え～。そうだったんだあ。ヤヤコちゃんって、意い外がいと繊せん細さいなのかもね～。おおざっぱなわたしには、この繊せん細さいさは出だせないわあ。」

　早さ紀きちゃんが感かん心しんしたように言いう。

　この前まえ、翔しょう太た君くんが言いった『姉ねえちゃん、いつもそれで泣ないてるじゃないか。』という言こと葉ばが、頭あたまからはなれない。

　大おおきなポピーのジャイアントフラワーをベッドのわきに置おいて、寝ねている愛あい子こさんをのぞくような位い置ちに角かく度どを調ちょう整せいすると、だいたいの作さ業ぎょうは終おわりだ。

「わ～。なんだか、『ふしぎの国くにのアリス』みたい。」

　早さ紀きちゃんが満まん足ぞくそうに病びょう室しつをながめ、写しゃ真しんを撮とる。

「あとは、愛あい子こさんが帰かえってくるのを待まつだけだな！」

　リョウマ君くんがかみしめるように言いった。

　作さ業ぎょうを終おえて、病びょう室しつを出でようとしたとき、リョウマ君くんがあたしをよんだ。

「ハナビ、ちょっといいか？」

「うん。」

　早さ紀きちゃんとティナちゃんに先さきに売ばい店てんへ行いってもらい、リョウマ君くんと二人ふたりで愛あい子こさんの病びょう室しつに残のこった。

「きのう、小こ林ばやしとなんかあったんだろ？」

「あ……、うん……。」

「今け朝ささ、小こ林ばやしと翔しょう太たに会あいに行いったんだ。部ぶ活かつの後こう輩はいに家いえの場ば所しょ、聞きいて。小こ林ばやしはいなかったんだけど、翔しょう太たがひとりで留る守す番ばんしててさ。翔しょう太ただけでも来こないかってさそったんだけど、行いかないって。そのとき聞きいたんだ。

　小こ林ばやしは、おれが養よう護ご施し設せつで育そだったことを、どういうわけか知しったみたいで。で、なんでか、おれが、その……、ハナビのことを、好すきって……、そう思おもったらしくてさ。

『養よう護ご施し設せつで育そだった子こから見みると、恵めぐまれているハナビにあこがれるのは無む理りもない。だけど、ハナビはヤマト君くんが好すき。なんてかわいそうなんだろう。』って、ヤマト君くんに話はなしたんだって。」

「ええっ。ヤヤコがヤマト君くんにそんなことを？　そ、そうだったんだ……。」

　なにもかもビックリで、頭あたまがこんがらがってくる。

「そしたら、ヤマト君くん、『自じ分ぶんが帰かえってきたのは、迷めい惑わくだったかな。』って言いったらしい。それで、ヤマト君くん、ハナビと話はなすの、さけてたんじゃねえか。」

「…………」

「ったく、よけいなおせっかいだよなあ。」

　リョウマ君くんはへんな空くう気きをふきとばすように、明あかるく言いう。

「おれがハナビを好すきかどうかはべつにして、小こ林ばやしのヤツ、ハナビにシットしてんだな。」

「シット？」

「そうだよ。だいたい小こ林ばやしが『夜よるカフェ』に来くるようになってから、ハナビもティナも様よう子すがへんじゃないか。なにかあるって思おもってたけど、そういうことかって、ちょっとわかった気きがする。

　小こ林ばやしんちは親おやが離り婚こんして、母かあちゃんはちょっとでも小こ林ばやしが口くち答ごたえすると、すぐになぐるんだって、翔しょう太たが言いってた。だから、小こ林ばやしから見みたら、ハナビやティナのことがうらやましく見みえるんじゃねえかな。まっ、かばうつもりは毛もう頭とうないけど……。」

「…………」

　あたしには、答こたえる言こと葉ばもない。小しょう学がっ校こうのときからいっしょで、ずっといやなことをされつづけたから、あたしにとってこわくて、ひどい人ひとでしかないヤヤコのべつの顔かおがどうしてもうかんでこない。

「あっ、ごめん。愛あい子こさんの手しゅ術じゅつ中ちゅうに、こんな話はなしするのもどうなのかって思おもったけど。おまえが落おちこんでる顔かお、見みてらんねえからさ。」

　リョウマ君くんはそう言いうと、照てれくさそうに、家いえの手て伝つだいがあるからと、足あし早ばやに病びょう室しつを出でていった。




　早さ紀きちゃん、ティナちゃんといっしょに、お昼ひるごはん用ようのサンドイッチと飲のみ物ものを買かって病びょう室しつにもどると、待たい機き室しつにいるはずのヤマト君くんがひとり、教きょう科か書しょなのか英えい語ごの本ほんを読よんでいた。

「あれ？　ヤマト君くん、ここにいたんだ……。」

「あ、ハナビのママが、自じ分ぶんがいるからだいじょうぶって言いってくれて……。」

　ヤマト君くんは早さ紀きちゃんを見みる。

「お腹なかすいたでしょ。みんなで食たべよ。」

　早さ紀きちゃんは買かってきたサンドイッチをテーブルの上うえに広ひろげ、紙かみコップにウーロン茶ちゃを注そそいでいく。

「ハナビのママにも持もっていってあげよう。」

　ティナちゃんが言いい、病びょう室しつを出でていった。

　あたしも早さ紀きちゃんもヤマト君くんも、それぞれ手てにしたけど、みんな食しょく欲よくがないのか、だれも口くちにしない。

「そういえば、リサちゃんがジャイアントフラワーを作つくってるとき……。」

　早さ紀きちゃんが、なんどか話わ題だいを出だしてくるけど、あたしもヤマト君くんもほとんど反はん応のうはせず、病びょう室しつには重おも苦くるしい沈ちん黙もくが続つづくばかり。

　午ご後ご四時じをすぎて、リョウマ君くんがもどってきた。

「今いま、どういう状じょう態たい!?」

　リョウマ君くんはあせったようにきいてきた。だけど、

「まだ、なにも……。」

としか、だれも答こたえられない。

　待まっているあいだにも、スマホで、『脳のう腫しゅ瘍よう手しゅ術じゅつ時じ間かんおそい』って入いれて検けん索さくしたけど、ケースバイケースだから、なにもわからなかった。

　待たい機き室しつにママとふたりでいると、手しゅ術じゅつの予よ定てい終しゅう了りょう時じ刻こく、午ご後ご六時じをすぎたころ、緑みどり色いろのウェアを着きた看かん護ご師しさんが、入はいってきた。

　真しん剣けんな表ひょう情じょうの看かん護ご師しさんの顔かおを見みて、それがあたしたちの待まつ〝手しゅ術じゅつの終おわり〟の知しらせではないのがわかる。

「腫しゅ瘍ようが複ふく雑ざつなところに入はいりこんでしまっているため、少しょう々しょうむずかしい状じょう況きょうです。」

　看かん護ご師しさんは表ひょう情じょうを変かえずにそう報ほう告こくした。

「え!?」

「こちらも最さい善ぜんをつくしてますので。今いましばらく、お待まちください。」

　そう言いって、看かん護ご師しさんは待たい機き室しつを足あし早ばやに出でていった。

　むずかしい？　むずかしいって、愛あい子こさんがあぶないってこと!?　ちょっと待まってよ！

　愛あい子こさんを助たすけたい。たいせつな人ひとを助たすけたいのに、元げん気きになってもらいたいのに、今いま、あたしにできることはなにもない。

　あたしは手しゅ術じゅつ室しつに向むかった。そして、その冷つめたい部へ屋やの前まえで必ひっ死しに祈いのる。

　手しゅ術じゅつをしているお医い者しゃさん、看かん護ご師しさん、どうか、助たすけてください。

　神かみ様さま、お願ねがいです。愛あい子こさんを助たすけてください。

　あたし、まだ、愛あい子こさんに言いえてない。

〝ありがとう〟って、言いえてないよ。

　愛あい子こさんがいてくれたから、あたし、変かわりはじめたんだよ。

　愛あい子こさんと会あえてなかったら、今いまのあたしはいなかった。

　いつも、いつも、愛あい子こさんにはもらうばっかり。〝ありがとう〟だって、何なん回かい言いってもたりないくらい、愛あい子こさんにいつも助たすけてもらった。

　愛あい子こさんが助たすかるなら、あたし、なんでもするから。

　もう、あまえないから、強つよくなるから！

　だから、お願ねがい、愛あい子こさんを連つれてかないで。

　神かみ様さま、お願ねがい、愛あい子こさんを助たすけて！

　あたしは痛いたいほどに手てを強つよくにぎり合あわせて、神かみ様さまに向むかって心こころの中なかで思おもいっきりさけんだ。





9　もう、ふりむかない







　手しゅ術じゅつ室しつの前まえのろうかは、物もの音おとひとつせず、しずまりかえっている。

　ふいに、だれかの足あし音おとがこちらへ近ちかづいてくるのが聞きこえた。見みると、ヤマト君くんだった。

「やっぱりここか……。」

「あ、あの。ここのほうが、愛あい子こさんに近ちかいと思おもって……。」

「うん……。この中なかで、愛あい子こさん、闘たたかってるんだよな。」

　ヤマト君くんはとざされた手しゅ術じゅつ室しつのドアを見みつめている。

「ゆうべね、あたしが愛あい子こさんに会あいに来きたとき……。」

　あたしは愛あい子こさんが、泣ないていたことを話はなした。

「えっ。」

　ヤマト君くんはおどろいた表ひょう情じょうで、一いっ瞬しゅんかたまったけど、すぐにうなずく。

「そりゃそうだよな。愛あい子こさんだって、人にん間げんだもんな。」

「生いきてくって、大たい変へんだなあ。」

　あたしが言いうと、ヤマト君くんはふっと笑えみをもらし、

「ハナビが、それ、言いう？」

　ひやかすようにあたしを見みた。そのとき、

「あっ。」

　ヤマト君くんが声こえをあげ、ドアの上うえを指ゆびさした。

「あっ。」

　あたしも声こえをあげた。〝手しゅ術じゅつ中ちゅう〟の赤あかいランプが消きえている。

　それからすぐ、自じ動どうドアが開あく音おとが鳴なりひびき、中なかから緑みどりの手しゅ術じゅつ着ぎを着きたお医い者しゃさんが出でてきた。

　愛あい子こさんは!?　愛あい子こさんは無ぶ事じなの!?

　すぐに聞ききたいのに、こわくて、体からだが動うごかない。お医い者しゃさんはあたしたちに気きづくと、まっすぐこちらへ歩あるいてくる。

「ほかに、ご家か族ぞくの方かたは？」

　声こえが聞きこえたのか、ママが、待たい機き室しつから飛とび出だしてきた。

「終おわったんですか？」

　ママの後うしろから、早さ紀きちゃんやリョウマ君くん、ティナちゃんもかけつけてくる。みんなが息いきをのんで答こたえを待まった。

「手しゅ術じゅつはなんとか無ぶ事じに終しゅう了りょうしました。ご本ほん人にんの状じょう態たいも現げん在ざい、安あん定ていしています。」

　お医い者しゃさんはかすかに笑えみをうかべて、告つげた。

　その瞬しゅん間かん、ずっと心こころにまとわりついていた不ふ安あんや緊きん張ちょうやなにもかもが、体からだの中なかで一いっ気きにとけていくのを感かんじた。

「ありがとうございますっ。ありがとうございました！」

　ママとあたし、それからその場ばにいたみんなが口くち々ぐちに言いう。みんなの顔かおがほてってるみたいに赤あかくなっている。そして──。

　もういちど手しゅ術じゅつ室しつのドアが開あき、中なかからストレッチャーに乗のせられた愛あい子こさんが、何なん人にんもの看かん護ご師しさんにかこまれて出でてきた。

　愛あい子こさんの頭あたまは包ほう帯たいでおおわれ、口くちには酸さん素そマスクがつけられ、体からだにはいくつもの管くだがつながれている。十時じ間かん近ちかく闘たたかってきた愛あい子こさんは、ぐっすりねむっているようだった。

　ママはそのあとお医い者しゃさんからの説せつ明めいを受うけ、病びょう室しつにもどってくると、あたしたちに伝つたえた。

　時じ間かんはかかってしまったけど、手しゅ術じゅつ自じ体たいは無ぶ事じに成せい功こうし、愛あい子こさん自じ身しんも、心しん拍ぱく数すうなどは安あん定ていしているとのことだった。

　ただ、今いまは体たい力りょくを消しょう耗もうしているし合がっ併ぺい症しょうのおそれがあるため、集しゅう中ちゅう治ち療りょう室しつに移い動どうすることになった。

　ジャイアントフラワーを見みてもらうまでには、もう少すこし時じ間かんがかかるけれど、今こん回かいの手しゅ術じゅつは大だい成せい功こうだった。

　ヤマト君くんとリョウマ君くん、それから早さ紀きちゃんは、面めん会かい時じ間かんをすぎているため、今こん夜やは帰かえり、明日あしたまた来くることになった。

　あたしとママと、それからティナちゃんの三人にんは、愛あい子こさんが目め覚ざめるまで、病びょう室しつで待たい機きすることになった。

「お花はな、キレイね……。」

　窓まどぎわのいすにすわっているママが、病びょう室しつを見みまわして、しずかに言いった。

「今こん回かい、愛あい子こには教おしえられたわ……。」

　みんなが作つくった花はなを見みつめながら、ママがぽつりと言いった。

「こんなに、若わかい子こたちみんなに、『愛あい子こさん』『愛あい子こさん』ってしたわれて。愛あい子こはもともと子こどもっぽいところがあったから、子こども同どう士しうまくいくんだって思おもってた。でも、そうじゃなくて、愛あい子こはいつも、子こどもたちと同おなじ目め線せんで見みていた……。

　わたしはどうしても、親おやとか大人おとなって立たち場ばでしか子こどもたちを見みることができなかったし、ほんとうには理り解かいしようとはしていなかった。ハナビが帰かえりたくないって言いった気き持もち、今いまならわかるわ。」

　ママはふっと、ため息いきをついて、あたしを見みた。

「ママ……。」

　ママがこんなふうに自じ分ぶんの話はなしをするのを、はじめて見みた気きがする。いつだって、ママはあたしの前まえでは〝ママ〟だった。

「あっ、ママ、のどがカラカラだから、自じ販はん機きで飲のみ物もの買かってくるわね。あなたたちもいる？」

　そう言いって、ママはまたすぐに、ママの顔かおにもどる。

「いらない。」

　あたしが答こたえると、ティナちゃんも首くびを横よこにふる。

「わかった。」

　ママは言いい、そそくさと病びょう室しつを出でていった。

「よかったね、ハナビ。きっとママも変かわるんじゃない？　うちのママも、この場ばにいればよかったのに……。」

　シーンとしずまりかえった病びょう室しつに、ティナちゃんの声こえがひびく。

「ねえ、ハナビ。わたし、もう自じ分ぶんちに帰かえっても、だいじょうぶな気きがする。」

　ベッドのわきにかざってある大おおきなポピーを見みながら、ティナちゃんが言いった。そのポピーは、ティナちゃんが最さい後ごまで、花はなびらの開ひらき方かたにこだわったものだ。

「えっ、どういうこと？」

　問といかえすと、ティナちゃんはあたしを見みた。

「だって、わたしには『夜よるカフェ』もあるし、愛あい子こさんちもある。自じ分ぶんち以い外がい、どこにも行いき場ばがなかったときとはちがうんだって、わかったんだよね。それって、すごくうれしいことだなって思おもう。」

「うん……。愛あい子こさんがいなかったら、ぜんぶなかったかもしれないもんね。」

「そう、それを思おもうとね、ハナビと出で会あえたことに大だい感かん謝しゃよ。だって、ハナビがわたしの、ボロボロにされたサブバッグを見みつけて、それを直なおしてくれたり、かくされてたくつを見みつけてくれたりしたことが、愛あい子こさんと出で会あうきっかけになったわけだもん。いまさらだけど、ありがと、ハナビ。」

　ティナちゃんはそう言いって、軽かるくウィンクをした。

「あたしだって、ティナちゃんと出で会あえて、どれだけ勇ゆう気きをもらえたか……。」

「ね、愛あい子こさんが退たい院いんしたら、ハナビのパパが言いってたみたいに、盛せい大だいにパーティーをやんなきゃね。」

　ティナちゃんの目めがかがやく。それから、あたしたちはそのアイディアを話はなし合あいながら、いつのまにか、ねむってしまった。




　ふと目めを開あけると、病びょう室しつはすっかり明あかるくなっていた。

　もどってきたママがかけてくれたのか、あたしとティナちゃんの肩かたには、バスタオルがかけてある。

「ママ？」

　そのあたしの声こえで、ティナちゃんも目めを覚さます。

　そのとき、病びょう室しつのドアが開あいてママが入はいってきた。

「愛あい子こ、目めを覚さましたって！」

　あたしたちの顔かおを見みて、すぐにママが言いった。

「え!?　今いま!?」

　寝ねぼけていた頭あたまが一いっ気きにさえわたる。

「少すこし前まえにね。今いま、お医い者しゃさんから聞きいたの。容よう体だいも安あん定ていしてるし、意い識しきもはっきりしているから、もう少すこししたら、ここにもどってきてもだいじょうぶだって。」

「やったあ～！！！」

　ティナちゃんと二人ふたりで飛とび上あがってよろこぶ。

　あまりにもはしゃぎすぎて、「しずかにしなさい。」って、ママに注ちゅう意いされちゃったけど、ほんと、うれしくてしかたがない。

　愛あい子こさんは大おおきな手しゅ術じゅつのあとにもかかわらず、ふつうじゃ考かんがえられないくらい、奇き跡せき的てきな快かい復ふくを見みせ、お昼ひるには一いっ般ぱん病びょう棟とうにもどることができた。

　薬くすりの影えい響きょうでねむっている愛あい子こさんが、ストレッチャーに乗のせられて、お花はな畑ばたけになった病びょう室しつに帰かえってくる。

　愛あい子こさんがいつ目めを覚さまして、お花はなを見みてくれるか、ドキドキしながら待まっていると、愛あい子こさんの指ゆびが動うごいたように見みえた。

「愛あい子こさん……？」

　立たち上あがって、愛あい子こさんの顔かおをのぞきこむと、愛あい子こさんがうっすら目めを開あけた。

　あたしの声こえに反はん応のうするように、愛あい子こさんはゆっくり瞳ひとみを動うごかすと、あたしの顔かおを見みつけた。そして、まぶしそうに目めをとじると、もういちど目めを開あけて、今こん度どはティナちゃんとママを見みつけた。

「お帰かえり、愛あい子こさん。」

　声こえをかけると、

「ただいま。」

　やっと聞きこえるくらいの小ちいさな声こえで、愛あい子こさんが答こたえた。次つぎの瞬しゅん間かん、

「わあ……！」

　小ちいさいながらも声こえをあげると、目めをまん丸まるくして、病びょう室しつにかざられているジャイアントフラワーに目めをやった。

「キレイ……。」

　うっとりとつぶやき、あたしとティナちゃんを見みた。その目めには涙なみだがうかんでいる。

「みんなで作つくったんだよ。」

　あたしが言いうと、愛あい子こさんはかすかにうなずく。

「ありがと……。」

　涙なみだで顔かおをぬらしながら、愛あい子こさんは言いった。
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　愛あい子こさんが目めを覚さましたこと、ベッドわきにかざってあったポピーやバラの花はなを、うれしそうにずっとながめていたことを、ＬＩＮＥラインでみんなに報ほう告こくした。

　ヤマト君くんもリョウマ君くんも早さ紀きちゃんも、みんな連れん絡らくを待まちわびていたようで、すぐに返へん信しんが飛とびかった。

　そのあと、愛あい子こさんに無む理りはさせちゃいけないと、ママだけ残のこり、あたしとティナちゃんはいちど家いえに帰かえることになった。

　病びょう院いんの外そとへ出でると、いつのまに雨あめがふったのか、ぬれた地じ面めんや、植しょく物ぶつの葉はっぱが、太たい陽ようの光ひかりを反はん射しゃして、キラキラ光ひかって見みえる。きのうまでとは別べっ世せ界かいのように思おもえる。

　愛あい子こさんの家いえの前まえについたとき、ふと、きのうの朝あさ、ここを出でて、ドキドキしながら病びょう院いんに行いったときのことを思おもい出だした。

　たった一日にち前まえのできごとなのに、遠とおい昔むかしに感かんじる。

　ここにまた、愛あい子こさんが帰かえってくる！　ここでまた、『夜よるカフェ』ができる！




　少すこし休やすんで、三時じすぎにティナちゃんと二人ふたりで病びょう院いんへ行いくと、制せい服ふく姿すがたのリョウマ君くんが病びょう院いんから出でてきた。

「部ぶ活かつが早はやく終おわったから、愛あい子こさんに会あいに来きたんだけどさ。まだしんどそうだったから、あいさつだけして帰かえろうと思おもったら、ヤマト君くんが入はいってきたぞ。今いま、病びょう室しつにいる。」

　リョウマ君くんが意い味みありげに言いった。

「ってことで、ティナ。かき氷ごおりでも食くうか。」

　すぐにいつもの調ちょう子しにもどって、リョウマ君くんがティナちゃんに話はなしかけた。

「そ、そうね。ちょうど、冷つめたいもの、食たべたくなったところだったわ。ハナビ、わたしは、リョウマ君くんとかき氷ごおりを食たべてから行いくから、先さきに行いってらっしゃい。」

　ティナちゃんはそう言いって、あたしの背せ中なかをおした。

「ほら、いそげって。ヤマト君くん、帰かえっちゃうぞ。」

　リョウマ君くんも言いう。

「うん……。リョウマ君くん、ティナちゃん、ありがとう。」

　あたしはいそいで、愛あい子こさんの病びょう室しつに向むかった。

　エレベーターで三階がいにつくと、ナースステーションの前まえにある、愛あい子こさんの病びょう室しつから、ちょうどヤマト君くんが出でてくるところだった。

「ヤマト君くんっ。」

　よばれて、ふりかえったヤマト君くんの姿すがたを見みて、あたしはドキッとした。ヤマト君くんの右みぎ肩かたに、大おおきなボストンバッグがかかっている。

　ボストンバッグを見みるあたしの視し線せんに気きづいたヤマト君くんが、

「おれ、今こん夜や八時じの飛ひ行こう機きで、ロスに帰かえることになったんだ。」

と、しずかに言いった。

「えっ!?」

「急きゅうで、ごめん。」

「ううん。だいじょうぶ……。手しゅ術じゅつが終おわったら、ヤマト君くんが帰かえっちゃうことは、わかってたから……。お父とうさんもいっしょに？」

「ああ。おやじはさっき愛あい子こさんにあいさつに来きて、今いまは会かい社しゃに行いってる。」

「そ、そっか。」

　次つぎの言こと葉ばが見みつからなくて、ヤマト君くんの顔かおも、まともに見みられない……。

　アメリカへまた行いってしまうのは、わかってた。わかってたけれど、はっきりとタイムリミットが来きてしまうと、さみしさがリアルなものになる。

　どうしよう、言いわなきゃ。ヤマト君くんに、好すきって、伝つたえなきゃいけないのに……。

「あのっ。」

「あのさっ。」

　ヤマト君くんと、声こえがかぶる。

「あっ、ごめんなさい！　あっ、ヤマト君くん、どうぞ。」

「ほんと、よく、あやまるんだな。」

　ヤマト君くんがクッと小ちいさく笑わらう。その笑え顔がおを見みて、少すこし緊きん張ちょうがほどけた。

「おれ、今こん回かい、帰かえってこられて、ほんと、よかった。あんなににぎやかになった『夜よるカフェ』にも行いけたし。」

「うん。」

「愛あい子こさんのこと、しっかりたのんだぞ。」

「うん……。」

　話はなしがおわかれモードに入はいっていくのを止とめられない……。

「じゃあ……、おれ、そろそろ行いくよ。」

　やだ……。

「あの……、つ、次つぎはいつ、また日に本ほんに……？」

　すがる思おもいで、ヤマト君くんに聞きいた。次つぎまた会あえる、その約やく束そくがなきゃつらすぎるよ。

「今いまはまだ、わからない。」

　ヤマト君くんは、あたしから視し線せんをそらして答こたえる。

「そうだよね。新あたらしい環かん境きょうで大たい変へんだもんね。あ、ごめん、飛ひ行こう機きの時じ間かんがあるよね。」

　がっかりした思おもいをかくすように、あたしはせいいっぱい、明あかるく返へん事じをした。

「じゃあ、また。」

「愛あい子こさんのこととか、『夜よるカフェ』のこととか、またＬＩＮＥラインで報ほう告こくするね！」

「うん。ありがとう。待まってるよ。」

　そう言いって、ヤマト君くんは歩あるきだした。エレベーターに乗のりこむと、ふりかえって手てを上あげた。あたしも手てをふりかえす。そのあいだにエレベーターのドアがしまった。

　なにやってんのよ、ハナビ！　ヤマト君くんが行いっちゃうのに！　なにおとなしく見み送おくってんのよ……。なにいい子こちゃんぶってんのよ！

　ふいに、ヤヤコに言いわれた言こと葉ばを思おもい出だす。次つぎの瞬しゅん間かん、あたしはその場ばから走はしりだした。すぐそばの階かい段だんをかけおりる。

　ヤマト君くん、ヤマト君くん！

　一階かいのエントランスホールを見みまわすけど、ヤマト君くんはもういない。ホールを走はしりぬけ、病びょう院いんの外そとへ出でる。

　ヤマト君くんが行いっちゃう。走はしりながら、ヤマト君くんへの思おもいがあふれ出だしてくる。

『ただいま、ハナビ。』って言いってくれたやさしい笑え顔がお、『おまえは悪わるくない。』って、はげましてくれた、あのときの真しん剣けんな顔かお。

　病びょう院いんの門もんの外そとへ出でると、川かわ沿ぞいの土ど手てを駅えきに向むかって歩あるいているヤマト君くんが見みえた。

　いた！

　ヤマト君くんへの思おもいがエンジンみたいに、あたしの足あしをつき動うごかす。

　土ど手ての階かい段だんをかけのぼって、ヤマト君くんに追おいつくと、

「ヤマト君くん！」

　あたしは大おお声ごえを出だして、よびとめる。ヤマト君くんはすぐにふりかえった。

「あのっ……、あたし、ヤマト君くんが好すき。大だい好すき！」

　ずっと、ずっと言いえなかった言こと葉ばが今いま、あたしの中なかから自し然ぜんにふき出だした。

　ヤマト君くんは、おどろいた顔かおをして、あたしを見みている。

　ヤマト君くんの返へん事じがこわい……。だけど、もう、取とり消けしはできない。

　ものすごく長ながく感かんじる沈ちん黙もくをやぶって、ヤマト君くんが口くちを開ひらいた。

「おれも、ハナビのことが好すきだよ。」

「え……。」

　うそ……。

「日に本ほんに帰かえってきて、ハナビに会あえて、すごくうれしかった。」

　ヤマト君くんはまっすぐ、あたしを見みて言いう。

「だから、リョウマ君くんと仲なか良よくなっているハナビを見みて、落おち着つかなくてさ。だけどそのとき、思おもってた以い上じょうに、ハナビのことを好すきになってる自じ分ぶんに気きがついた。」

「…………」

　言こと葉ばが出でない……。顔かおがどんどん熱あつくなる……。

「だけど、今いまは、つきあうとか、そういうときじゃないと思おもった。」

　ヤマト君くんはあたしの顔かおを、じっと見みつめる。

「そういうときじゃない……？」

　あたしたちのすぐ横よこを、自じ転てん車しゃに乗のったおじさんがとおりすぎていったけれど、ヤマト君くんは視し線せんをそらさない。

「おれ、まだアメリカに行いったばかりなんだぞ。学がっ校こうだって、これからだ。まだ、これからどうなるか、ぜんぜんわからない。だから、今いまは、なにも約やく束そくなんてできないんだ。」

　ヤマト君くんから伝つたわってくる思おもいを、あたしは、必ひっ死しに受うけ止とめている。だけど……、頭あたまでは、わかるけれど……、まだ、心こころが納なっ得とくしてくれない……。

「うん……。そうだね。あたしも、がんばらなきゃ。」

　せいいっぱい、明あかるく答こたえると、

「駅えきまで、送おくるね。」

　あたしはヤマト君くんの横よこにならんで歩あるいた。

　ヤマト君くんもあたしも、川かわ沿ぞいの土ど手てをだまったまま、ゆっくり歩あるいた。遠とおくに見みえていた駅えきが、少すこしずつ、少すこしずつ近ちかづいてくる。駅えきについたら、そこからまた、はなればなれになる。今こん度ど、いつ会あえるかもわからない……。

　やっぱり、いやだ、ヤマト君くん、行いっちゃいやだよ……。

　ここで、しゃがみこんだら、ヤマト君くんを引ひき止とめられる？

　ううん、そんなことはできない。できっこない。

　だって、ヤマト君くんは、あれだけきらっていたお父とうさんといっしょにアメリカへ行いった。ヤマト君くんにとって、どれほどの覚かく悟ごだっただろう……。

　今いまは、そうやって、必ひっ死しに変かわろうとしているヤマト君くんを、応おう援えんしたい。

　少すこしずつ近ちかづいてくるわかれの時じ間かんを、どうやったって、止とめることはできない。だけど、ほんの少すこしでも、その時じ間かんをおくらせたくて、あたしの足あし取どりは重おもくなる。

　そのとき、ふと、となりで歩あるいているヤマト君くんも、あたしと同おなじくらい、ゆっくり歩あるいているのに気きがついた。

　ヤマト君くんも、同おなじ気き持もち……？

　あたしは思おもいきってヤマト君くんの前まえに飛とび出だした。

　そしてふりかえると、ヤマト君くんに言いった。

「ヤマト君くん、あたし、日に本ほんでがんばる！　いつも、だれかに元げん気きをもらってばかりの自じ分ぶんがいや。いつもだれかにあまえてる自じ分ぶんがいや！

　だから、これからは、いっぱいいろんな人ひとと会あって、いろんな体たい験けんして、いつかあたしも、愛あい子こさんみたいに、出で会あった人ひとが元げん気きになるような、そんな人ひとになりたい！」

「うん。ハナビなら、なれるよ。」

　ヤマト君くんは笑え顔がおでうなずく。

「ヤマト君くんに会あえてよかった。今いま、本ほん気きで、変かわりたいって思おもえた。ありがとう。」
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　笑わらいながら、涙なみだがあふれる。

「おれも変かわるよ！　ぜったいに！」

　ヤマト君くんは肩かたからボストンバッグをおろし、あたしに手てを差さし出だした。

　あたしはその手てをしっかりとにぎった。そのとき、ヤマト君くんがぐっと手てを引ひき、あたしをだきよせた。

「おれも、ハナビに会あえてよかった。」

　耳みみもとでささやくと、ヤマト君くんは、ゆっくりと体からだをはなした。

「ＬＩＮＥライン、楽たのしみにしてる。」

　そう言いうと、バッグをかつぎなおして、ヤマト君くんは駅えきへ向むかって歩あるきだした。ヤマト君くんはふりかえらずに、歩あるいていく。

　あたしも、病びょう院いんへもどる道みちを歩あるきだした。

　あたしももう、ふりむかないよ。あたしは、あたしの今いまをたいせつに生いきる。そんな日ひ々びをすごしていけば、必かならずまた、ヤマト君くんと会あえる──そんな気きがした。





10　夏なつ休やすみ明あけの教きょう室しつ







　一いっ生しょうわすれられないくらい、いろんなことがあった夏なつ休やすみが、ついに終おわった。

　始し業ぎょう式しきの朝あさはうだるような暑あつさで、登とう校こうしているとちゅうで引ひきかえしたくなる。

　通つう学がく路ろも、校こう舎しゃも、景け色しきはなにひとつ変かわっていない。だけど、あたしの足あし取どりは今いままでのようには重おもくない。

　教きょう室しつの前まえにつくと、深しん呼こ吸きゅうをして中なかに入はいった。

　夏なつ休やすみ明あけの教きょう室しつの中なかは、あちらこちらのグループで会かい話わがはずみ、ものすごくにぎやかだ。

　そのなかでも、とくにもり上あがっているグループの中ちゅう心しんに、ひときわ大おおきな声こえで笑わらうヤヤコの姿すがたがあった。

　教きょう室しつの後うしろを横よこ切ぎって、窓まどぎわの自じ分ぶんの席せきに行いくあいだ、ヤヤコのまわりの取とり巻まきたちがあたしに気きづき、冷ひややかな視し線せんであたしを見みた。けれど、ヤヤコはそれをも無む視しして、大おおきな声こえで男だん子したちとしゃべりつづけている。

　始し業ぎょう式しきのあと、ホームルームが終おわると、同おなじバスケ部ぶの取とり巻まきたちがヤヤコをかこむ。

　今いましかない！　あたしは覚かく悟ごをきめると、ヤヤコのもとへ向むかって歩あるいた。

　あたしが近ちかづいてくるのに気きづいた、取とり巻まきのひとり、吉よし本もと美み和わがおどすように、冷ひややかな視し線せんであたしを見みて、ヤヤコに目めくばせする。

　けど、そんなのはもう、どうでもいい。

「小こ林ばやしさん。ちょっといい？」

　クラスの騒そう音おんにかき消けされないように、あたしは、大おおきな声こえで言いった。

　取とり巻まきたちだけでなく、あたしのことを無む視ししているクラスの男だん子しや女じょ子したちも、おどろいた顔かおでふりむくのが、視し界かいに入はいった。

　でも、あたしはヤヤコから目めをはなさない。





[image: ]





　きょう一いち日にち中じゅう、いちども目めを合あわさなかったヤヤコが、あのとんがった目めで、あたしを見みる。しばらくだまったあと、口くちを開ひらいた。

「ミワ。部ぶ活かつ、先さき、行いってて。」

　吉よし本もと美み和わは、おどろいた顔かおでヤヤコを、そしてあたしを見みる。

「用ようがあるんでしょ。」

　ヤヤコはあごをくいっと上あげて、あたしを見みると、先さきに教きょう室しつを出でていった。あたしもヤヤコのすぐあとをついて、クラスの注ちゅう目もくが集あつまるなか、ざわつく教きょう室しつを出でた。

　人ひと気けのないろうかのつきあたりで、ヤヤコは立たち止どまると、ふりかえって、窓まどぎわの壁かべに背せ中なかをもたせかけた。

　うでをくんだヤヤコがあたしを見みる。

「で、なに？」

　どんなにこわい顔かおで見みられても、もう、ヤヤコをおそれていない自じ分ぶんがいる。

「あの……。ジャイアントフラワー、手て伝つだってくれて、ありがとう。」

「べつに、あんたのために作つくったわけじゃないし。」

　ヤヤコはサラッと言いいかえす。

「小こ林ばやしさんが作つくったバラ、すごくキレイだった。愛あい子こさんもよろこんでたよ。」

「急きゅうになに？　手てのひらかえしちゃって。用よう件けんって、それだけなの？」

　ヤヤコはめんどくさそうな顔かおであたしを見みる。ヤヤコのこんな顔かおを見みると、一いっ瞬しゅんひるむ。

　だけど、あたしは、ヤマト君くんと約やく束そくした。ぜったい、変かわってやるんだ！

　あたしはヤヤコのキツい目めをまっすぐ見みかえして言いった。

「小こ林ばやしさんに、また『夜よるカフェ』を手て伝つだってほしいの。」

　ヤヤコは瞬しゅん間かん、おどろいた顔かおであたしを見みる。

「愛あい子こさんはしばらく入にゅう院いんしているし、翔しょう太た君くんもいっしょに、また来きてほしい。」

「……あんたとちがって、ひまじゃないし。」

　ヤヤコはため息いきまじりにそう言いうと、あたしの横よこをとおりすぎて、教きょう室しつに向むかって歩あるきだす。だけど、ふいに立たち止どまると、

「まあ……。考かんがえとくよ。」

　そうひとこと、つぶやいて、教きょう室しつへもどっていった。




　昇しょう降こう口ぐちを出でたところで、ティナちゃんとリョウマ君くんがしゃべっているのが見みえる。

「ハナビ～！」

　ティナちゃんがあたしを見みつけて、よんだ。ティナちゃんは愛あい子こさんが入にゅう院いんしているあいだは愛あい子こさんちにいることになった。

　あたしがかけよっていくと──。

「リョウマ君くんがさ、愛あい子こさんの退たい院いん祝いわいの企き画かく、考かんがえたんだって。」

「えっ、もう？」

「そりゃそうだろ。今こん世せい紀きいちばんのお祝いわいにしないとな。やっぱコンサートでしょ。ハナビとティナはもちろん、リサやなっちゃんや、翔しょう太たや小こ林ばやしとか、みんなでさ、大おおいにもり上あがろうぜ！」

　リョウマ君くんがこぶしをつき上あげる。

「あんたが目め立だって、どうすんのよ。」

　ティナちゃんが、あきれ顔がおで言いう。

　あたしは笑わらった。そうしたら、なぜだか笑わらいが止とまらなくなる。ツボにはまったみたいに笑わらいこける。楽たのしくて楽たのしくてしかたがない。

「ちょっとー、ハナビ、どうしちゃったのよ～。」

　ティナちゃんの心しん配ぱいそうな顔かおを見みても、あたしはまだ笑わらいつづけていた。





（つづく）
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あとがき







　とうとう「平へい成せい」が終おわってしまいましたね。

　わたしにとっての「平へい成せい」は、ずっと青あおい鳥とり文ぶん庫ことともにあった時じ代だい。

『いちご』『青あおい天てん使し』『ドリームファーム物もの語がたり　ペガサスの翼つばさ』『パセリ伝でん説せつ』『魔ま女じょの診しん療りょう所じょ』『ポレポレ日記ダイアリー』など、思おもい出で深ぶかい作さく品ひんをたくさん書かかせていただきました。

　今いまでも、それらの作さく品ひんに対たいしての感かん想そうのおたよりをいただいたりしますが、シリーズが発はつ売ばいされたときには小しょう学がく生せいだった人ひとが、お母かあさんになっていたり、中ちゅう学がく生せいだった人ひとが大だい学がく生せいになっていたりして、いつもびっくりしてしまいます。

　きょうも、何なん年ねんも前まえのサイン会かいで会あった方かたから、大だい学がくを出でて、結けっ婚こんもし、子こどもに向むき合あう仕し事ごとについている、とのお手て紙がみをいただきました。

　何なん年ねんたっても忘わすれずにいてくださり、わたしのホームページに来きてくださったり、おたよりをくださったりして、元げん気きに再さい会かいできていることが、ほんとうにうれしいです。

　ありがとうございます!!

　そして、「平へい成せい」最さい後ごの作さく品ひんとしてスタートしたのが、この『夜よるカフェ』シリーズ。また大おお今いま良よし時とき先せん生せいが描かかれ、アニメ映えい画がにもなった、漫まん画が『聲こえの形かたち』のノベライズ。

　さまざまな作さく品ひんに向むかい合あってきた中なかで、いちばん強つよく感かんじているのは、時じ代だいがどんどん変かわっていき、スマホが浸しん透とうし、ツイッターをはじめとするＳエスＮエヌＳエスがはやり、学がっ校こうや友ともだち関かん係けいや恋こいも少すこしずつ形かたちを変かえていっているけど、ぜったいに変かわらないものがあるということです。

　それは、「感かん動どうする心こころ」なんじゃないかなって、わたしは思おもいます。

　本ほんでも絵えでも音おん楽がくでもスポーツ、動どう物ぶつや植しょく物ぶつに対たいしてでも、感かん動どうすると、心こころが熱あつくなって、なにか大おおきな力ちからをもらったみたいに、元げん気きや勇ゆう気きがわいてきます。中なかには、感かん動どうしたことがきっかけで、生いき方かたが変かわってしまう人ひともいます。

　感かん動どうすると、目めにするもの、なにもかもがかがやいて見みえる。心こころがやわらかくなるような気きがします。

　だから、わたしも、いつまでも感かん動どうできる、やわらかな気き持もちを大たい切せつにしていたいなって思おもっています。そして、感かん動どうしてもらえる作さく品ひんを作つくり続つづけていきたいなって。




　さて、そんな気き持もちで書かいている『夜よるカフェ』も、もう三巻かん。

　みなさんからは、「こんな場ば所しょがあったらいいな。」とか「ぶつかり合あえるっていいな。」という感かん想そうをたくさんいただいていますが、現げん実じつにはなかなかむずかしい。

　でも、実じっ際さいにはぶつかり合あわなくても、自じ分ぶんが今いま、どんな気き持もちでいるのかを、正しょう直じきに、しっかりつかんでおくことも大たい切せつなんじゃないかな。

　悲かなしいとか、くやしいとか、うれしいとか、楽たのしいとか……。

　ハナビもそうだったけど、いい子こでいなきゃって思おもっていると、だれかにひどいことを言いわれても、「わたしがダメだからだ。」とか「わたしが悪わるいからだ。」とかって思おもってしまったりする。

　そんなのもったいないよって思おもいます。自じ分ぶんが全ぜん部ぶ悪わるいなんてことは、ほとんどないんだもん。

　だから、『夜よるカフェ』は、実じっ際さいの場ば所しょではなく、心こころの居い場ば所しょって感かんじで書かいています。読よんでくださった人ひとの心こころが、少すこしでも楽らくになりますようにって祈いのりながら……。

　そんなわたしの願ねがいを、毎まい巻かん、たま先せん生せいのステキなイラストが盛もり上あげてくださいます。

　ハナビやティナはもちろん、ヤマト君くんやリョウマ君くんもカッコイイ!!

　いつもありがとうございます。

　次つぎの四巻かんは、九月がつごろの発はつ売ばいを予よ定ていしています。新あたらしい「令れい和わ」の時じ代だいに変かわっても、変かわらないものを大たい切せつに、また元げん気きにお会あいすることができますように……。
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この作品は書き下ろしです。







装丁　大岡喜直（next door design）

　　　久住和代





著者：倉橋燿子（くらはしようこ）

　広島県生まれ。上智大学文学部卒業後、出版社に勤める。その後、フリーの編集者、コピーライターを経て、執筆活動をはじめる。おもな作品に、『パセリ伝説（全12巻）』『パセリ伝説外伝　守り石の予言』「ラ・メール星物語」シリーズ、「魔女の診療所」シリーズ、「ドジ魔女ヒアリ」シリーズ、「ポレポレ日記ダイアリー」シリーズ、『生きているだけでいい！　馬がおしえてくれたこと』『小説　聲の形（全２巻　原作・大今良時）』（いずれも講談社青い鳥文庫）、『風の天使エンジェル』（ポプラ社）などがある。





画家：たま

　岩手県出身。2009年、イラストレーターとして活動開始。初音ミクなどボーカロイドのイラストを数多く手がける。

　プリントシール機「プリプリンス」のキャラクターデザイン・イラストを担当。現在、４コマ漫画「豆しば学園」をコミックPASH！で連載中。





本作品は、二〇一九年五月、小社より講談社青い鳥文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。
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